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これも「誠意の内」ですかっ!?　昔いじめていた男の子においしくいただかれました
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「……ちゃん、待って。ぼくの本返してよ」

　小学校中学年ほどの小さな男の子が、泣きそうな顔で誰かを追いかけている。

　その前を走っているのは同じ年くらいの女の子で、手には恐らく男の子のものであろう文庫本を持っていた。

「返してほしかったら追いついてみたら？　ほら、遅いよ！」

　意地悪くからかう女の子の後を男の子は必死に追いかけるものの、差は縮まるどころか広がるばかりだ。遠くからそれを見ている私は、だんだん腹が立ってきた。

（何あれ、いじめちゃって可哀想。ここはひとつ、大人が叱ってあげなきゃだめかな。あれじゃろくな子にならないよ）

　近づこうとしたとき、ふと女の子がこちらを向いた。その顔は――どう見ても、幼い頃の自分だった。






「……わっ」

　がたん、と一際大きく電車が揺れて、体が大きく傾く。その衝撃ではっと目が覚めた。隣に立つサラリーマンの迷惑そうな眼差しに萎縮しつつ、小さくため息をつく。

（やば、立ったまま居眠りしちゃってた。昨日も残業あったしなあ）

　寝不足の目には窓の外の朝日が眩しすぎる。毎日恒例の満員電車の中は混雑した人の熱気で蒸し暑く、なんだか気分が悪くなりそうだった。

（だからかな、あんな嫌な夢見ちゃったの。懐かしいけど、あんまり思い出したくない記憶だよね……）

　自分が誰かをいじめていたなんて、たとえ子どもの頃とはいえ許されるものではない。いじめてしまっていたあの男の子は、もしかしたら未だに私を恨んでいるかもしれない。そう考えて、憂鬱な気分が一層暗くなった。

（今子どもの頃の自分に会えるなら、将来はこんなごくごく平凡な人間になるんだよって教えてやりたい……）

　そうすれば、もしかしたらもう少しましな人生が送れていたかもしれないのだ。

　子どもの頃、私は女王様だった。

　田舎の少人数のクラスながら、勉強はいちばん出来たし足だって速かった。男女問わず友達も多くいて、自分はとてもすごい人間だと思っていた。――でも私は知らなかったのだ。自分がとんでもない勘違いをした、井の中の小さな蛙でしかなかったことを。

　現実を知ったのは、大学入学の時。地元では一流とされる東京の女子大学に合格し、親の心配を押し切って意気揚々と上京した。地元の公立高校では常に上位の成績で、クラス内のカーストでも上位の方だったから東京でも自分は問題なくやれると疑わなかった。

　けれど、入学から一ヶ月ほどした頃には、それがとんでもない勘違いであることは完全に実感できた。同じ程度の学力の人間が集まる場所において私の学力はそう突出したものではなく、元々都会育ちの同級生たちはお洒落さにおいても何倍も秀でていた。その中では私はただの田舎出のダサい女の子でしかなく、それまで培っていた自信は見る見る内にしぼんでしまった。

　結果、ごく平凡な成績でごく平凡な大学生活を過ごした私は、ごく平凡に就職活動をし何十社も断られた後、幸運にもとあるキャラクター商品開発会社の事務社員に内定をもらうことが出来た。そしてごく平凡に卒業をして、新卒で入社したその会社でごく平凡に毎日勤め続けている。同じような単調な業務を続けて今年で五年目、転職をしようという気力も体力ももうない。

（十で神童十五で才子、二十過ぎればただの人……なんてことわざもあるけど、そもそも神童ですらない私がただの人になる以外の未来なんてなかったんだよね）

　当たり前のことすぎて、ため息も出ない。

　やがて目的の駅に着き、私は人の波に押し流されながらホームを進んだ。






「おはよう、大槻さん」

「おっはよー、琴美！」

　オフィスの入ったビルの一階でエレベーターを待っていると、後ろから声を掛けられた。立っていたのは同期で友人の女性社員二人だった。

「おはよ。朝から元気だねー」

「そりゃもう！　だって今日は新しい課長が来る日じゃん」

「え、そうだっけ……」

「そうだよ。大槻さん、覚えてなかった？　前の課長が転勤になって、本部から新しい課長が配属されるって説明あったじゃない」

「あー……そういえばそんな説明があった気も……」

（正直、どうでもよくて興味なかった……）

　以前の課長とも親しかったわけじゃない。別に新しい課長に代わろうが、一介の事務社員と上司はそこまで深く関わり合うことはない。

（今まで通り、出来るだけ目立たないように地味に仕事していよう）

　それが、私がこれまでに学んだ最も波風の立たない処世術だ。






　始業時間になり、課の社員全員が集められる。そして紹介された新しい課長に、他の女性社員たちが色めき立った。

「今日からこちらに配属になりました、早川響介です。どうぞよろしくお願いします」

　早川課長はまだ私と同じくらいの年齢に見えた。長身で細身の体に、高級そうなスーツがよく似合っている。見るからに育ちの良さそうな理知的な顔立ちは整っていて一見遠巻きにしてしまいそうだけれど、そこに人好きのする穏やかな笑顔が乗ると途端に親しみ深い印象を与えた。

（この若さで課長か……。随分優秀なのか、それかでっかいコネがあるかとかかな。まあ、私には関係ないけど）

　他の女性社員たちのように自分からあの人に近づいていく気はない。これまでどおり、平凡は平凡なりに人生を過ごしていくまでだ。

　早川課長の挨拶が終わり、いつもどおりの仕事が始まる。そうして何事もなく迎えた昼休み、外に昼食を買いに行こうと廊下を歩いていると同僚たちに声を掛けられた。

「あ、大槻さん。お昼これから？　一緒にランチ行かない？」

「あー……うん。いいね、一緒に行こ」

（本当はひとりでゆっくり食べたいけど、断るのも角が立つし……）

　気乗りしない気持ちを押し殺し、笑顔で頷く。けれど、歩き出す寸前デスクにスマートフォンを忘れてしまったことに気づいて足を止めた。

「ごめん、スマホ忘れて来ちゃった。先行っててもらえる？」

「分かったー。交差点の角のお店にいるね」

　同僚を見送り、オフィスへ戻る。その途中、廊下の角で前から現れた人影にぶつかってしまった。

「あっ、すいません」

「こちらこそ、ちゃんと前を見ていなくて。大丈夫だった？」

「はい、ありがとうございま……あっ」

（うわっ、早川課長だ……！）

「そう、よかった。……あれ、この社員証は君のかな。落としたよ、はいどうぞ」

「あ、ありがとうございます」

　間近で見ると、余計に顔の良さが際立っている。同じくらいの年齢なのに、一方は課長、一方は普通の一般社員と立場もまるで違う。加えてこの人当たりの良さと優しさとは、天は二物を与えないなんて言うけれど絶対嘘だ。

「うちの課の人だよね。ええと、大槻――……？」

　私の社員証に視線を落とし、早川課長は一瞬不思議そうな顔をした。

（なんだろう、そんなに読みづらい名前じゃないはずだけど）

「課長、あの……？」

「……ああ、いや。ごめん、大槻さん。はい、社員証」

　先ほどの表情は私の気のせいだったのか、早川課長はぱっと表情を笑顔に戻し社員証を渡してくれた。お礼を言い、足早にそこを離れる。

（びっくりした。まさか初日でこんな近くで話をすることになるとは思わなかった）

　とはいえ、嬉しいというよりは緊張の方が大きくて居心地が悪かった。私は急いでオフィスへ入るとデスクからスマートフォンを取り出した。






「いいよね、新しい課長ー！」

　ランチの間中、話題に上るのは早川課長のことだけだった。

「早川課長ってオーナー企業の社長の息子らしいよ。前までは他のグループ企業で仕事してたんだって」

（あー……そういえば、うちの会社って早川財閥のグループ会社だったっけ）

「秘書課の友達に聞いたけど、社長教育の一環でいろんな業態や部署を回ってるらしいよ。私たちと同じ二十七歳らしいけど、仕事も超出来るって」

「へー。じゃあ早川課長って、将来の社長候補ってこと？　ヤバーい！」

（社長教育……なるほど、納得）

　それを聞けば、あの若さで課長職についたのも理解できる。ということは、ますます雲の上の存在だ。まあ、社長教育というからにはきっとうちの会社にもそう長くはとどまらないのだろう。

「顔がよくてお金持ちでってすごすぎない？　私玉の輿狙っちゃおうかなー」

「なーに言ってんの。うちの課どころか社内の女性社員ほとんど同じようなこと思ってるって。ね、琴美」

「えっ。あー、あはは、かもねー」

　適当に話を合わせて笑う。私みたいな社員もいるし当然女性社員全員がそうではないだろうけれど、こういうときは同意しておけば楽だ。と、テーブルの上に置いていたスマートフォンが震えた。昼休み終了間際を知らせるために設定しておいたアラームのバイブレーションだ。

「あ、ねえ。そろそろ昼休み終わっちゃうよ。戻ろう」

「もうそんな時間かー。んじゃ、また午後の仕事頑張りますかー」

　一斉に荷物をまとめレジに向かう。その途中、設置された鏡に私たちの姿が映った。どこにでもいるような格好と髪型のＯＬの集団。その中に目立つことなく溶け込めている自分の姿を見て、安心する。人生平凡、目立たず周囲と同化できるのがいちばんいい。私は集団のいちばん最後でレジの順番を待ちながらほっと息をついた。






　そうして、午後の就業時間。けれど、デスクで業務を始めてすぐに名前を呼ばれた。

「大槻さん。ちょっと今いいかな」

「はい、……えっ」

　呼びかけに振り向き、そこに立っているのが早川課長だと認めて思わず固まってしまった。

（えっ、なんで。私何かしたっけ）

「ああ、驚かせてごめん。この資料の内容で、少し確認したいことがあったんだ。これは大槻さんがまとめてくれてたんだよね？」

「あ、はい。そうです」

　早川課長の手にあった書類は、確かに私が以前の課長に言われて作った資料だ。

「何点かもう少し詳しく知りたいところがあるから、課長室に来てもらえるかな」

「分かりました」

　周囲の女性社員の視線が集まる。こんな風に注目をされるのはできるだけ避けたいところではあるのだけれど、業務の一環である以上は仕方ない。

（ささっと済ませてもらおう）

　私は視線を避けるように身を縮こませ、課長室へ向かう早川課長の後を追った。

　課長室に入り、早速資料のことを訊ねる。けれど、早川課長はにっこりと微笑んだまま何も言わなかった。

「……？　課長、確認したい箇所というのは……」

「大槻琴美さん」

　突然フルネームで名前を呼ばれた。どうして下の名前まで知っているのかと一瞬思ったけれど、考えてみれば先ほど社員証を落としたときに見られていたから知っていても不思議はない。

「はい、あの……」

「ああ、ちゃんと返事をしてくれるんだ」

「……え、っと。あの、どういう意味でしょう……？」

「だって前は大槻さん、って呼んでも絶対に返事をしてくれなかっただろ」

「前……？」

　一体何のことなのか、意味が分からない。首を傾げた私に早川課長はくすくすと可笑しげに笑った。

「自分のことは〝琴美姫〟って呼ばなきゃ返事しない！　ってよく言ってたじゃないか。それ以外だとどんなに呼んでも君は絶対反応してくれなかった」

「……っ!?」

　さあっと血の気が引いた。〝琴美姫〟――そんなあまりにも寒々しい呼称をいくら子どもの頃の数ヶ月間だけとはいえ本気で使用していたのは、未だに私の中の大いなる黒歴史だ。そんな過去を知っているのは、同じ小学校に通っていた地元の同級生しかいないはず。それなのに、どうして早川課長が知っているのだろう。

「あ……あの、どうしてそれ……」

「俺のこと、覚えてない？」

「え？」

（覚えて……って、前に私早川課長に会ったことあるっていうこと？　一体どこで……）

　そのとき、ぱっと過去の記憶が脳裏を掠めた。地域に一校しかない田舎の小学校、そこに数ヶ月だけ転校してきた都会から来た男の子。おぼろげなその面影が、やがて目の前の彼とはっきり重なった。

「……っ響介、くん!?」

「そう、久しぶり」

　目を見開いた私に、早川課長――響介くんはにっこりと笑った。






　響介くんが転校してきたのは、小学三年生の二学期だった。ご両親の仕事の都合で東京からやってきたという彼は、地元の粗雑な男の子たちとは見た目も中身も全てが違った。

　訛りのない言葉、きちんと美容院で整えられた髪型にセンスの良い洋服、並の女の子よりも可愛らしく整った顔立ち――そのどれもが、都会にまるで馴染みのなかった私たちの視線を奪った。

　彼とどうにか仲良くなりたいと思ったものの、学年内のカーストトップにいた私は無駄にプライドが高かった。ただ友達になりにいけばよかったものを、プライドが邪魔して素直に行動ができなかった。それでもどうにか響介くんと話をしたい、そう考えた結果――私は、間違った方向で彼にちょっかいを出してしまったのだ。

　今にして考えれば、あれはいじめと取られていいようなちょっかいの出し方だったと思う。結局響介くんは四年生に上がる前に再び転校してしまったけれど、その後もよく泣きそうな顔で私の後を追いかけてきていた彼の姿を思い出すたびに罪悪感で胸が痛んだ。






（早川課長が、あの響介くん？　嘘、どうしよう……私、絶対恨まれてる！）

　子どもの頃のほんの数ヶ月間一緒にいただけの私を、未だに覚えているのだ。理由は恨んでいるから以外に考えられない。素直になれない子どもだったとはいえ、傷つけてしまったのは事実だった。

「まさかうちのグループ企業で働いてるとは思わなかったよ。しかも同じ部署になるなん――」

「ご、ごめんなさいっ！」

　言葉を遮り、深々と頭を下げる。そして彼からの返事が来るよりも前に早口で謝罪を口にした。

「子どものときのこと、本当に反省してます。響介く――早川課長をいじめてしまったこと、ずっと謝りたいと思ってました。今更こんなこと言っても意味がないかもしれないけど、その……本当に……ごめんなさいっ！」

「……いじめ？」

　小さく呟かれた言葉に体を縮める。それからしばらく無言の時間が続き、沈黙に耐えきれなくなった私は恐る恐る視線を上げた。そこで、にこやかな笑顔のままの早川課長と目が合う。

「……そう。ふうん、まあ、今更謝られてもな」

（うっ。怖い、これはものすごく怒ってる……!?）

「あ、あの……もう十何年も前のことで謝罪も意味がないって分かってます。でも、本当に申し訳ないってずっと思っていて……」

「申し訳ないって？　本当に？」

「は、はい！　もちろん……」

「それじゃあ、誠意を見せてもらおうか」

「は……はい？」

　なんだか、少し声のトーンが変わったような。顔を見れば、笑顔も先ほどまでの人のいいそれとはどこか違っているような気がした。頭の中で無意識に警戒音のようなものが鳴っている。

「せ……誠意、ってどういう意味ですか？」

「別に、そこまで警戒するほどの内容じゃない。ちょっと協力してくれればいいんだ」

「協力？」

「そう。大槻さん、俺と付き合って」

「はあ、付き合……はい!?」

　予想外の言葉に一瞬思考がついていかない。けれどじわじわとその意味を理解して、再び驚きが頭を襲った。

「いや、あの、なんで!?」

　思わず上司への敬語も何も忘れて素で訊ねてしまう。早川課長は動揺する私の態度を楽しむようにますます笑みを深めた。

「なんでも何も、申し訳ないって思ってるんだろ？　なら、このくらいの協力して誠意を見せてくれていいじゃないか」

「それでなんで付き合うとかって話になるんです!?」

「しー、声が大きいよ、大槻さん。他の社員に聞こえる」

「う……っ」

「別に、本気で付き合えとは言ってない。ただ、虫除けになってくれればいいんだ」

「虫除け？」

「就任してまだ初日だってのに、朝から女性社員が群がって面倒くさい。誰か特定の相手がいるって分かれば少しは大人しくなるかもしれないだろ」

　うんざりした様子で眉をしかめる早川課長の顔は、今朝の挨拶から見てきた人当たりのよい表情とまるで別人だった。確かに社内の女性社員たちから次々と話しかけられるのは邪魔くさいかもしれないけれど、この裏表のある態度はどうなのだろう。

「や、私が課長と付き合ってるなんて話になったら、今度私が女性社員皆のやっかみ背負うことになるじゃないですか！」

「君の名前は出さないよ。ただ、女の影を匂わせておきたいんだ」

「でも……」

「嫌なの？　まあ、別に無理強いするつもりはないけど。でも……これって誠意だよね？」

「うう……っ」

　それを言われると断りようがない。それに、彼は今私の直属の上司で、オーナー会社の社長の息子。断ってもし機嫌を損ねるようになれば、この会社にいられなくなることもありうるかもしれない。

「……っわ、かりました。お受け……します」

「快諾してくれて嬉しいよ」

（何が快諾よ。完全に脅迫したくせに！）

　でもそんな不満を口に出せるはずもなく、為すすべもなく立ち尽くす。すると、早川課長が私のすぐ前までやってきた。長身な体に威圧感を覚え思わず後ずさろうとしたけれど、距離を取るより前に伸びてきた腕に腰を引き寄せられた。
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「えっ、あの……」

　行動の意味を訊ねるより先に、私の唇に何かが触れた。数秒後、それが何かを理解するのとほぼ同時に唇の合間から温かなものが入り込んでくる。

「っん、んぅ……っ!?」

（な、なんで私課長とキスしてるのっ！）

　柔らかな舌が私の口の中でこちらの舌を探り当て、吸い付くように絡む。濡れた音が耳の奥に響いてぞくりと背中が粟立った。そのまま少しの間舌を絡められ、息苦しさに早川課長の胸を何度か叩くとようやく唇が離れた。意味が分からないままぜいぜいと息をする私に、彼は愉しげな笑顔を浮かべて濡れた唇を親指の腹で拭う。

「もしかしたら、場合によってはこういうことの演技もしてもらうかもしれないからね。その練習」

「れ、練習って……！　どう考えても実際してたじゃないですか！」

「そりゃ、急にそうしなくちゃいけないシチュエーションがあったとして今みたいに挙動不審になったら怪しまれるだろ。こういうのは慣れなんだから、数をこなしてなんぼだろ」

（数をこなして!?　じゃあ、これからもこういうことをするってこと!?）

　冗談じゃない。今からでもこの話は断ってしまおうか。けれど、睨みつけた私の目線など気にもせず、早川課長は笑ったままだった。

「誠意、だろ？　一度承知したものをこんなにすぐ拒否しようとするなんてこと……まさかあるわけないよね？」

「～……っ！」

　ヤクザだ。澄ました顔をしているけれど、この人のやり方はヤクザだ！

　それでも、負い目がある以上こちらから強く言えるはずもなく。私は幼い頃の自分の行動を改めて呪いながら肩を落とした。

















第二章












　なんとも嬉しくない関係が始まってから、早二ヶ月。思っていたよりも問題のない形で、生活は平穏に続いていた。

　――早川課長には、長年付き合っている彼女がいるらしい。

　その噂が流れてしばらく、社内の女性社員の意気消沈ぶりは凄まじかった。しかも勇気のある何名かの女性社員が直接早川課長に確認し、彼がのろけ話（本当は架空の、だけれど）と一緒に笑顔で全面肯定したものだから余計にだ。あの早川課長がベタ惚れの彼女ということで、やれ相手は芸能人の誰々だの、以前課長が留学した先の外国の要人のご令嬢だの様々な憶測が飛び交ったものの、結局誰も相手を特定するには至らなかった。

　私の名前は出さないと言っていたのはきちんと守ってくれているらしく、こちらに疑いの目が向くこともなかった。もっとも、どう見ても釣り合いの悪い私ではそもそも候補にすら挙がらないのだろうけれど。

　そんなこんなで、付き合っているふりとはいえ私と早川課長の関係はごく普通の上司と部下というものだった。普通に業務をして、部下らしく上司の仕事を手伝って。最初の不安を思えば拍子抜けするほどだった。――唯一不満があるとすれば、あれだけ。






「ん……っん、ふぁ……っ」

　今日も、課長の業務補佐という名目で残業をさせられてしまった。とはいえ、課の皆が帰った後、実際に行っているのはこんなことだ。

　椅子に座った早川課長の更に上に座らせられ、角度を変えられながら深く唇を重ねられる。あの日から何回も交わすようになってしまった課長とのキスは、不本意ながら慣れたものになってしまっていた。

「ん……ちょ、課長……っ！　何どさくさに紛れて人の胸触ってるんですか……っ！」

　唇が離れた隙に、慌てて文句を言う。けれど相手に気にした様子はなく、断りなしに触れていた胸からも手は離さないままだった。

「恋人なんだし、これくらいいいんじゃない？」

「恋人のふり、ですよっ！」

「まあそれはそうだけど」

「会話しながら揉まないでくださいっ！」

　服の上からとはいえ、キスされながら胸を刺激されるとなんだか変な気分になってしまう。もちろん、そんなことは絶対に言わないけれど。

「気持ちよくない？」

「そ……っ、き、気持ちいいとかよくないとか、そういうことじゃないんですっ！」

「そう？　大事なことだと思うけど」

「だから、ぁん……っ」

　危うく声が出かけて、慌てて押し殺す。幸い、小さい声ですぐに口を噤んだからか課長には聞こえなかったようだ。

（大丈夫……だよね？　聞こえてないよね。ぜ、絶対に感じてなんかないからっ！）

「……大槻さんはさ、今は決まった相手はいないんだよね？」

「え……っ」

　誠意という名の元に演技とはいえ交際を強要しておいて、今更それを聞くのか。素直にいないと答えるのはなんだか悔しかったけれど、実際いないものはいないのだからしょうがない。少し迷った末、小さく頷く。

「い、いません……けど……、っん……そ、それがなんですか……っ」

「ああ、やっぱり。まあ、いたらこんな話受けたりしないか。でも彼氏はいたことあるでしょ。ちょっと前かな」

「……」

　一応あることはある。けれど、二年くらい前に最後の彼氏と別れてからは特定の相手はいなかった。男友達はそれなりにいるのだけれど、何が悪いのかどれも恋愛関係にまでは発展しないのだ。

「……なんで分かるんですか」

「だって反応が処女とは違うし。かといってすごく慣れてるかっていうとそういう感じでもないしね。なら彼氏はいたけどちょっと前なのかなって」

（その綺麗な顔で処女がどうのって言われるのやだなあ……）

「前の彼氏にもこうやって揉まれてたりした？」

「ちょ……っ」

　ふと、触り方がそれまでのそれとは少し変わる。先ほどよりも少し強めに触られて、思わずびくんと体が震えた。

「や、やめてください……っ」

「随分しおらしい反応だな。子どものときの大槻さんだったら、もっと強い感じで抵抗すると思ったけど」

（そんなの昔の話だし、同い年とはいえ上司にそんな真似できるわけないじゃない！）

「それとも……もしかして、もっとしてほしいって期待してるのかな」

「あ……っ！」

　ブラウスの上ボタンが外されて、ブラジャーの上部分のレースと谷間があらわになる。慌てて隠そうとしたけれど、先に手を押さえられてしまった。

「へえ、大きさはこのくらいか」

「や……見ないでくださ……ひゃっ」

　つう、と鎖骨から肌を滑った彼の指が谷間に差し込まれる。触れられている面積は先ほどまで服の上から触れられていたときの方が大きいけれど、直に素肌に触れられている分、今の方が何倍も恥ずかしい。

「ふうん。……やっぱり、直接見ないと分からないことも多いな」

（っ……声、近い……っ！）

　すぐ耳元で呟かれたせいで、吐息が耳たぶに当たる。悔しいけれど、心地よい低温の中に少し甘さを含んだこの声は聴き心地がいい。こんな声で愛を囁かれたら、きっとほとんどの女は落ちてしまうのだろう。

（くそう、性格は最低なのに、どうしてそれ以外はいい男なのよ……っ！）

「……ねえ、大槻さん」

　潜められた声に名前を呼ばれて、大きく体が震える。顔が赤くなり始めているのを見られたくなくて、私は必死で声を押し殺し俯く。

「もっと他のところも見せてよ。洋服じゃ見えない部分も――全部見せて？」

「……っ！」

　だめだ、もう限界。これ以上大人しくしていたら、完全に相手のペースに飲まれてしまう。

　流されそうになる頭を懸命に切り替えて、どうにか手に力を込める。そして押さえ込まれていた腕から一気に逃げ出すと課長室の隅まで慌てて走った。

「早川課長っ！　これ以上私で遊ぶのはやめてください！」

「遊ぶ？　その言い方は心外だなあ」

「何言ってるんですか、そんな邪悪な笑顔浮かべといて！　私のことをただからかって遊んでるだけっていうのは分かってるんですからね！」

　どきどきしてしまっているのは私だけで、実際のところ早川課長は私をからかって遊んでいるだけなのだ。強く睨みつけながら急いでブラウスのボタンをいちばん上まで留めていると、課長はくすりと可笑しそうに笑った。

「あはは、ごめんごめん」

（この反応、絶対悪いと思ってないな……）

「もう、なんなんですか。誠意の範囲を超えてますよ！　なんでこんなことするんですか」

「なんでって……そうだな、ストレス解消？　やっぱり業務をこなしてるとストレスがたまることもあるじゃない。そういうときに女性の体を触るのっていいよね、柔らかくて触り心地がいい」

「人をストレス解消の道具にしないでください。大体、触りたいなら他の女性社員に言えばいいじゃないですか！　早川課長になら触られてもいい、むしろ触られたいって人、社内だけでもたくさんいますよ！」

　それで本当に恋人でもできれば、私はこの関係からも抜け出せて万々歳だ。でも、早川課長は軽く肩をすくめただけで、呆れたように首を振った。

「何言ってるの、君以外にこんなことしたらセクハラになっちゃうだろ。それに、他の社員だと後々面倒くさいことになりそうだし」

「私にだってセクハラですよ！　一体私のことはなんだと思ってるんですか！」

「謝罪と誠意で構成された隠れ蓑の恋人」

「うっ」

　ぐうの音も出ない。唇を噛み黙り込んだ私に、早川課長はにこやかに微笑む。

「そういうわけだから、戻ってきて？」

「……」

「心配しなくても、無理矢理脱がせたりしないよ。さっきと同じように服の上から触るだけ」

（触るだけって。それが既に色々問題なんだけど）

　でも、向けられた笑顔には有無を言わせない迫力があって、私は渋々彼の膝の上に戻る。

「はい、いい子。じゃあ、今度は大槻さんからキスしてくれる？」

「えっ。ま……まだするんですか？」

「うん、ストレス解消。はい、早く」

「うう……」

　少し躊躇った後、ぎゅっと目を瞑り唇を寄せる。顔が見えなければ、まだ恥ずかしさは軽減される。

「ん、ん……っ」

　入り込んでくる舌に一生懸命対応していると、大きな手のひらに腰をなぞられた。その手が腰からお尻、太股を撫でていくのを温もりの移動だけで感じる。目を閉じているから余計にその感触が生々しく感じられて、恥ずかしさからますます強く目を瞑った。






「……はあ……」

　ようやく家に帰り着き、化粧を落とすのも煩わしいままベッドに倒れ込む。上京してからずっと暮らしているワンルームは少し狭苦しくはあるものの、居心地が良い。

「なんかもう、課長と一緒にいるだけでどっと疲れる……」

　あの後、結局色々と触られてしまった。服の上からという約束は守られたけれど、恥ずかしさで言えばあまり代わりはない。

「昔はあんなに可愛くて大人しかったのに、どうしてああなっちゃったんだろう……」

　子どもの頃に会った早川課長――響介くんは、泣き虫で頼りなさそうな、でもとても優しいいい子だった。でも私がいじめてしまったせいであんな風に性格が歪んでしまったのなら、やっぱり私に責任があるのだろう。

「小学生かあ……。ああもう、あの頃の私って本当に最低だった……」

　思い出すたびに枕に顔を埋めて叫び出したくなる。私は大きくため息をつき、当時のことを思い出した。
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「はじめまして、早川響介です。東京から越してきました。よろしくお願いします」

　少し緊張した様子の、女の子のように可愛らしい男の子が訛りのない標準語でそう言って微笑む。周囲から拍手が起きる中、私は拍手も出来ず固まってしまっていた。もしかすると周りからは私が彼を睨みつけているように見えたかもしれない。けれど実際は、見惚れすぎて目を逸らせなかっただけだった。

（何あの子、すごく可愛い……）

　その子の一挙手一投足に鼓動が早くなって、視線が逸らせない。今にして思えば、あれは一目惚れだったのだろう。

　恐らくクラスの大半は私と同じような感情を抱いたはずだ。けれど、休み時間になっても放課後になっても、皆は彼を遠巻きに見つめるだけだった。私自身もどう話しかけていいか分からなくて遠巻きにしているひとりではあったのだけれど、それでも誰ひとり側に行かないのが不思議で、思い切って同じように遠巻きにしながらも彼を目で追っている女友達に理由を聞いてみた。すると、彼女たちは顔を見合わせた後、少し驚いた様子で私を見た。

「だって、琴美ちゃん知らないの？　早川くんって、丘の上のおうちの子だよ？」

「丘の上のおうち？」

　それは、この町でいちばん高台にある大きな家のことだ。町全体を見下ろすように立つお城のような洋館は、地元の人なら誰でも知るほどの有名な建物だ。

（そっか、あの子の家ってあそこなんだ。「知らないの？」って、なんで皆は知ってるんだろ）

　まるで常識のように言われたことが不思議ではあったけれど、彼の家があそこだからと言って何故遠巻きにするのかは分からなかった。

「そうなんだ。でも、だからってなんで話さないの？」

「だって……パパが……」

「あ、そっか。琴美ちゃんのおうちって酒屋さんだもんね」

「そっか。じゃあ関係ないんだ……」

（関係ないって何が？）

　どうにも要領を得ない。少しいらいらし始めたとき、ランドセルを背負い帰って行く彼の姿が目に入った。私は友達への挨拶もそこそこに、慌てて自分のランドセルを背負うと彼の後を追った。






　丘の上の家が彼の家ということは、帰り道は同じ方向だ。図らずも後をつけるような形になりながら、私は必死で考えていた。

（どうしよう、話しかけたい。でも、なんて話しかければいいんだろう）

　自分の家へはもう少しで着いてしまう。このままじゃ一言も話しかけられないままだ。いい会話のきっかけがないかと考えていると、まるでそれに呼応するように前を歩く彼のポケットからハンカチが落ちた。慌てて駆け寄ってそれを拾い、素早く深呼吸してから声を掛ける。

「は……早川くんっ」

　けれど、彼の足は止まらなかった。声が震えて小さくなってしまったから聞こえなかったのかもしれない。私はもう一度大きな声で名前を呼んだ。

「は……早川……響介くんっ！」

「え？　あれ、君、確か同じクラスの……」

　絞り出した大声に、ようやく彼が振り向いた。不思議そうに瞳を瞬かせた後、私の手にあったハンカチを見つけて微笑む。

「あ、それ僕のハンカチ……。ありがとう、拾ってくれたの？」

「……っ！」

（「うん、そうだよ」ってにっこり笑って、渡してあげるの。そうしたら、もっとお話しできるかもしれない）

　頭の中で瞬時にシミュレーションする。けれど、緊張と初めて会話できたことへの照れくささから、自分でも思わぬ行動を取ってしまった。

「か……返してあげないっ！」

「え？」

「返してほしかったら、私を捕まえてみなよ！」

「えっ、ま、待って。ねえ！」

　慌てる彼を大急ぎで追い抜いて、ハンカチを持ったまま走る。自分でも一体何をしているのかまるで理解ができなかったけれど足は止められなかった。

「待ってよ、お願い、ねえ待って……！」

　少し離れたところから、必死で後を追う響介くんの声が聞こえる。彼の足はそんなに速くなく、距離は近づかなかった。そのまま走り続け、いつのまにか彼の家の前まで着いてしまった。後ろを振り向いても、まだ彼の姿は見えない。

（どうしよう。私ってば何やってるんだろ）

　自己嫌悪に青くなりながら、掲げられた表札を見る。立派な門扉に付けられたそれには、確かに〝早川〟と書いてある。

　ここで待っていれば、きっと響介くんは帰ってくる。そうしたら、このハンカチをきちんと返してごめんねと謝ればいい。そう分かってはいても、こんな意地悪をしてしまった手前、顔を合わせづらかった。――結局、私は卑怯なことにそのハンカチを彼の家のポストに突っ込んで別の道から逃げ帰ってしまったのだ。

　その日の夜は家に帰ってからも後悔と恥ずかしさでなかなか眠れなかった。






　翌日暗い気分のまま登校すると、教室には既に響介くんの姿があった。彼は私を見つけると、昨日のことなどなかったかのようににこっと笑った。

「おはよう」

「あ……お、はよう……」

　視線を合わせられない。もごもごと小さな声で挨拶を返すと、響介くんはますますにっこりと笑った。

「昨日、ハンカチ返してくれてありがとう。それに、君のおかげでちゃんと家に帰れたよ」

「え？」

「実は、まだあんまり道に慣れてなくて。昨日、ちょっとだけ迷ってたんだ。でも君が先に走ってくれたから、追いかけていったら家に着けたんだ。ありがとう」

「あ……えっと……」

　怪我の功名、とでもいうべきか、私の取った最悪の行動はなんと響介くんを助ける結果になったらしい。お礼を言われたのは嬉しかったけれど、結果がどうであれ意地悪は意地悪だ。それに、クラスメイトたちから感じるたくさんの視線に、またも気持ちが小さなパニックを起こしてしまった。

「べ、別にそういうのじゃないから！」

「でも……」

「変なことでお礼言わないでよね！　響介くんって変！」

　大きな声でそんなことを言ってしまった私に、周囲のクラスメイトから小さなざわめきが起こる。悲しげに目を伏せた響介くんの表情に心が痛んだけれど、全員の前でそんな態度を取ってしまった以上もう後には引けなかった。

　その日以降、私の立場はすっかりいじめっ子ポジションになってしまった。響介くんの読んでいる本を取り上げてみたり、給食では自分の嫌いなおかずを押し付けてみたり。響介くんは相変わらずクラスメイトからは遠巻きにされていたので彼を助けてくれる人もいなく、響介くんは私にいじめられるがままだった。

　帰り道でも、帰る方向が同じなのをいいことに響介くんを逃がさなかった。自分のランドセルを押し付けて持たせたり、無理矢理私のことを追いかけてこさせたりした。

「はあ、はあ……っ。こ、琴美ちゃん、待って、速いよ……」

「響介くんが遅いの！　それに、私のことは〝琴美姫〟って呼びなさいって言ったでしょ！　次からは、もうそう呼ばなくちゃ返事しないからね！」

　まるで女王のように振る舞いながらも、内心は罪悪感でいっぱいだった。でも、こうしているとクラスメイトも私に遠慮をしているのか響介くんに話しかけようとしてこない。申し訳ないと思いながらも、彼を独占できる喜びが大きくてなかなか意地悪はやめられなかった。

　今日はもうやめよう、明日こそは謝ろう……そう思いながらもやめられず、意地悪したまま冬休みになった。そして、今度こそ謝ってもう意地悪はしないようにすると決心した三学期の始業式、急いで向かった教室に響介くんの姿はなかった。チャイムが鳴って、先生がやってくる。朝礼の場で告げられたのは、冬休み中に響介くんが転校してしまったという事実だった。

「ご家庭の急な事情で急いで引っ越さないといけないということで皆と直接お別れはできなかったけれど、早川くんは皆に『今までありがとうって伝えてください』と言っていましたよ」

　先生の優しい口調も耳に入らなかった。目の前が真っ暗になって、足が震える。

（謝れなかった。私、一回も響介くんに謝れなかった……）

　後悔してももう遅い。私は泣きそうになるのをぐっと堪え俯いていた。
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「もしかして、私の顔見たくなかったからクラスでの挨拶もなしに引っ越したのかな……。うああ、だとしたら私は完全にトラウマを植え付けたあぁ！　大体、琴美姫ってなによ、姫って顔か自分！　あああもう痛すぎるうぅ！」

　再会したことで、最近は当時の記憶が特に鮮明に蘇るようになっていた。これまで意識的に思い出さないようにしていた黒歴史が次から次へと思い出されて、自己嫌悪に陥るのがここ最近毎晩のくせだ。

　枕をばしばしと両方の拳で叩いていると、近くに置いていたスマートフォンが震える。画面を見れば、母親からの着信だった。

「もしもし、お母さん？　どうしたの」

〝ああ、琴美。別に特に用はないけど、元気にしてるかと思って電話したのよ。最近あんまりこっちに帰ってこないし、お父さんも心配してるわよー〟

　久しぶりに聞く声にほっと安らぐ。仕事の忙しさを理由に、実家に帰るのは年に一度程度だ。けれど、去年はそれすらもさぼってしまっていたから近々一度は顔を見せに行った方がいいかもしれない。

　実家の小さな酒屋は先祖代々続けてきたもので、大手スーパーの進出に押されながらもどうにか細々とやれているようだ。とはいえ、今も店に立つ祖父母はもちろん一緒に働いている両親も段々いい年になってきたから、将来への不安も出てきているらしい。直接口には出さないまでも、私に誰かいい人と結婚して酒屋を継いでくれたら……という期待を持っていることは簡単に想像できた。

（まあ、もう二十七だし、相手がいてもいい頃なんだよね。なのに実際は、彼氏がいるどころか昔いじめた子に脅されてニセモノの彼女やってますとか……絶対言えない）

　そこでふと、今まで気になっていたことを改めて思い出した。今の話題が終わるのを待って、母に訊ねてみる。

「……そういえばさ、丘の上の家あるじゃん」

〝え？　ああ、あそこね。あれがどうしたの？〟

「いや、昔――私が小三のときに、同学年の男の子が引っ越してきてたのって覚えてる？」

〝あんたが小三……ああ、早川さんのことでしょ〟

「！　よく覚えてるね、昔のことなのに」

〝そりゃあ、早川さんは有名だから〟

「有名？　なんで？」

〝なんでって、うちの近くに大きな工場あるの覚えてない？〟

「工場……？　ああ、あれ」

　母の言うそれは、昔から地元にある大きな食品加工工場だ。働き口の少ない地元ではそこに勤めている人が多く、同級生の両親にもそこの社員や工員の人はたくさんいた。

〝あそこ、早川さんちの会社じゃない〟

「え！　そうだっけ」

　会社名を教えてもらって納得する。確かに、そこは早川財閥のグループ企業だ。地元にいた頃は早く上京したいという気持ちばかりがあって、地元での就職など考えていなかった。だから、工場のことは知っていてもその企業の名前など注目していなかった。もっとも、当時企業名を知っていたからといってそれが早川財閥のグループ企業だとは分からなかったかもしれないけれど。

（そっか……。だから、皆響介くんを遠巻きにしてたのかな）

　うちは直接工場とは関係のない家だったけれど、工場に家族が勤めている子たちから見れば彼は近よりがたい存在だっただろう。もしも何かトラブルでも起これば、家族にも影響が出るかもしれない。家で何かしら家族から言われていたのか、それとも子どもなりに家族の態度から何かを察したのか。とにかく、響介くんが遠巻きにされていた理由が少し納得できた気がした。

〝でも、急に何よ〟

「あ……いや、その。別に、ただ思い出しただけなんだけど……」

〝そうなの？　ああ、そういえば今あんたが勤めてる会社も早川さんちの系列会社よね。転校してきてた男の子とどこかで会う機会とかあったりするの？〟

「え、っと……」

（平日は毎日顔を合わせてるとか言えない……）

「な、ないよ。系列会社なんていっぱいあるし！」

〝あらー、やっぱりそこまで都合のいい偶然はないわねー。久しぶりに再会！　とかあったらドラマティックなのにー〟

「……う、うん、そうだねー。あっ、私、明日も早いしそろそろ寝ないと」

〝ああ、そうね。その内ちょっとでいいから帰ってきなさいよ。それじゃあ、おやすみ〟

「うん、お父さんたちにもよろしくね。おやすみなさい」

　電話を切り、長く息をつく。面倒だけれどメイクを落としてお風呂に入ってしまわないと。のろのろとメイクを落とし、その間に作っておいたお風呂に浸かる。そうしてお風呂から上がって体を拭いていたとき、ふと胸に目がいった。

「……我ながら、別に普通程度の大きさだと思うけど。これ、揉んで楽しいものかな」

　ストレス解消にせよ、どうせ揉むならもっとたわわな大きさの胸の方が楽しいんじゃないだろうか。思わず自分で触ってみたけれど、慣れ親しんだ自分の体だからか特に何も感じない。

「男の人だと、こんなのでも癒されるものなの？」

　むにむにと触ってみながら首を傾げる。とはいえ、世の中の多くの男性が大きな胸に夢と希望を見出している以上、やっぱり多少は癒し効果があるのだろう。

「今日……もしあのまま私が黙ってたら。本気で直に触るつもり、だったのかな」

　いつもは服の上からの手が、こうして直接素肌に触れることを想像する。途端、ぞくぞくっと背中に震えが走り、頬が熱くなる。

（な、何考えてるんだろ、私。あんなの嫌がらせ混じりにからかってるだけで絶対本気じゃないって！）

　頭ではちゃんとそう理解しているのに、ついいつもの手の動きを思い出してしまった。小さく息を飲み、自分の手でその動きを再現する。

（もしも直接触れられたら……どんな気分になるんだろう）

　あの大きな手のひらが直に体をまさぐり、肌を滑ったら。自分でもあまり触れたことのない奥の奥まで探られてしまったら――一体、どんな感覚があるのだろう。思わずごくりと息を飲み、自分の体をじっと見つめる。けれど、くしゃみをひとつしたところで我に返った。

「あっ……は、早く服着なきゃ。湯冷めして風邪引いちゃう……」

（私今何考えてた？　なんかものすごくやらしいことを考えてたような……っ）

　慌てて服を着てからぶんぶんと首を振る。あんな人相手に何を考えてしまっていたのだろう。きっと、最近シてないからちょっとだけ欲求不満になってしまっているだけだ。

「そう、別に課長が相手だからとか、そういうことじゃない！」

　余計なことを考えてしまう前にもう寝よう。そう考え急いでベッドに潜り込み目を瞑ったけれど、悶々とした頭はいつまでも落ち着かずなかなか眠れなかった。

















第三章












「はあー……」

　翌日は寝不足のまま業務をすることになった。無心でルーティンワークをこなしているとなんだか眠くなりそうだ。でも、時折早川課長の姿が視界に入ると途端に眠気が覚めて慌てて顔を逸らす。昨夜一瞬とはいえ変なことを考えてしまったから、妙に顔を合わせづらい。

（やだな、平常心平常心。じゃなきゃ変に思われる）

　挙動不審でいると変に勘ぐられかねない。いつもどおり淡々と業務をすればいいのだ。

　集中しているふりをして勢いよくデータ入力をしていると、隣の席に座る先輩の男性社員から声をかけられた。

「大槻。後で手が空いたら、このメモに書いてあるファイルを資料室から持ってきてもらえないか？　結構量があって悪いんだけど」

「分かりました。もうすぐでこの作業が終わるので、終わり次第すぐ行ってきます」

　デスクを離れるいい口実ができた。私は手早く入力を終えると逃げるように資料室へ向かった。






　資料室には色々な部署のファイルや書類がたくさん置いてある。整理途中で力尽きた様子の棚も多く、この中から目的のファイルを探すのは少し手間取りそうだ。

「取ってくるファイルはっと……うわ、本当に量が多い。まあでも、その分デスクにいなくて済むからいっか。えっと、どこにあるのかな……」

　メモに書かれていたファイルは、新しいものや少し古いもの、色々な年代のものが混在していた。古めのものは資料室の奥の方にあるらしい。

「んーと、多分この辺……？　あ、あった」

　背伸びをして、いちばん上の棚にあるファイルを取る。そして次のファイルを探しに行こうとしたところで、ふと入り口からドアの開く音が聞こえた。

（あれ。他にも誰か資料を取りに来たのかな）

　床を打つ靴の音からして、女性社員ではなさそうだ。特に気にせず次のファイルの棚まで行こうとしたけれど、進行方向に見えた人影に足が止まった。

「大槻さん。お疲れさま」

「っは、早川課長！」

　にこやかな笑顔で立っていたのは、早川課長だった。思わずファイルを強く抱きしめて後ずさる。

「な、何やってるんですか」

「何って、別に？　手伝おうかなと思って」

「お気持ちだけで大丈夫です。それより、他にも仕事はいっぱいあるんですから早く戻って作業してください」

「そう？　じゃあ、戻る前にひとつ聞いてもいいかな」

「なんですか？」

「今日、なんか俺のこと避けてるよね」

「う……っ」

　いきなり図星を指されて言葉に詰まる。平静を装っていたつもりだったのだけれど、そんなにばればれだっただろうか。

「大槻さんって結構分かりやすいよね。でも、そうやって意識されるとこっちも気になってくるって分かる？」

「え……あの、ちょっと……」

　ずい、と距離を詰められて腕を掴まれる。けっして強い力ではないけれどしっかりと押さえられてしまっているから動けない。しかも背後は壁。進行方向を阻まれてしまっては逃げ場はなく、背中に冷たい汗が流れた。

「な、何する気ですか！」

「ん？　そうだな……大槻さんの期待してること、かな」

「私、何も期待なんて……んんっ！」

　顔を背ける暇もなく唇を奪われた。不意をつかれたせいで口を噤むのが間に合わず、侵入してきた舌に歯列をなぞられる。

「ん、ん……ぁふ……っ」

　深く長いキスに足が震えて力が抜ける。倒れそうになった体を一層壁に押し付けられて、さらに密着度が増した。

「ん、う……っちょ、早川課長！　何考えてるんですか、今仕事中ですよ!?」

「確かにそうだけど、その顔でそんなこと言われても説得力ないな」

「な……っ、私が一体どんな顔してるって言うんです!?」

「もっと色々してほしそうな顔、だよ」

「や……っ」

　腕を掴んでいた手が腰に移動し、抱き寄せられる。壁側に追い込まれてしまっているから身動きを取ろうにも狭くて取れない。

「正直に言ってみて？　今日、朝からずっと俺に触ってほしいって思ってたでしょ」

「そ……んなわけ、ない……っ！」

「本当？　今日は俺にどんな風にされるか、どこをどう触られるのか、想像したりしなかった？」

「そんなのするはずが――」

　ない、とはっきり言えばよかったのに、つい昨夜のことを思い出して一瞬間が空いてしまった。早川課長の笑みが深くなる。

「ほら、図星だ」

「違……っ、あ……っ」

　早川課長の顔が近づき、首筋に唇が触れる。そのまま上った唇に今度は耳たぶを食まれ、すぐ近くに当たる吐息に体が震えた。

「……耳、弱い？」

「や、だ……喋らないでくださ……」

　くすぐったさと恥ずかしさに目が開けていられない。でも目を閉じると今度は見えていたときよりも敏感に動きを感じてしまった。

「あっ、ん……っ」

　耳たぶの甘噛みの後、耳の中に舌先が触れる。耳元で聞こえる濡れた水音が、体の奥深くに熱を灯らせた。

（やだ、絶対に感じたりしない……っ！）

　心の中ではそう固く念じているのに、体は持ち主の意志をまるで無視して熱くなっていく。今このビルではたくさんの社員が働いているのに、その中でこんなことをしているなんて――想像するだけで恥ずかしくて気を失いそうだ。

「あ……あ、ぅん……っ」

　手から力が抜けて、持っていたファイルが滑り落ちる。けれどすぐに早川課長が空いていた方の手でそれを受け止め、近くの棚に置いた。

「これで邪魔なものがなくなった」

「ひゃうっ」

　耳をくすぐるように囁かれ、びくんと震えてしまう。大きな手のひらがゆっくりと体の輪郭を下から上になぞり、やがてブラウスのボタンに触れた。慣れた手つきでボタンを二、三個外され、素肌があらわになる。

「な、にして……っ」

「触ってほしかったんじゃないの？　服の上からじゃなくて、こうやって直接……」

「んんっ！　ふ……ぅ、あ……っ」

　男性にしては細めの指が素肌を滑り、鎖骨から胸に落ちる。くすぐるように触れる指の動きに注意が行ってしまって、腰のところにあった手がゆっくりとブラウスの裾をスカートから引っ張り出していたことには気づけなかった。――そして、突然。

「え……っ!?」

　ブラウスの裾から背中に侵入していた手に、ブラジャーのホックを外された。支えをなくした胸が、浮き上がったブラジャーのカップの間で揺れる。慌てて手で前を隠そうとしたけれど、大きな手のひらに邪魔をされて手首を掴まれてしまう。

「や、やだっ！」

「なんだ、思ってたよりもあるんだ。このブラだとサイズが合ってないんじゃない？　小さすぎるよ」

「余計なお世話ですっ！」

　確かに、そろそろ新しいものを買いに行こうと思っていたところだったけれど、指摘されるとなんだか悔しい。恥ずかしさで顔を真っ赤にしながらも強く睨みつけると、なんだか機嫌の良さそうな笑顔が返ってきた。

「別に大きければいいとも思わないけど、ないよりはあった方が楽しいよね」

「セクハラ！　変態！」

「段々本性が出てきたなあ。変態って、男なら大なり小なり誰でも思うことだと思うけど。……まあ、それはそうと。いいいよね？　触っても」

「いいわけな……あっ、ん……っ！」

　私の拒絶なんて全く聞いていない様子で、手が胸の膨らみを包み込むように触れる。若干温度の低い肌の感触も相まって、思わず息を飲んでしまう。

「離して……冷た……っ」

「そう？　じゃあ温めて」

「やあ……っ！」

　少し強めの力で揉みしだかれて腰が震えた。円を描くように全体を揉まれながら手のひらで頂点を刺激されると、やがてぷっくりと乳首が立ち上がってきてしまう。

「あんっ、や……っ」

「胸弱いね。ちょっと触っただけでこんなに感じるなんて、やらしい体だな」

「ひぁ……っ！　やだやだ、つままないでぇ……っ！」

　固く尖った先端を二本の指先でこねられ。甘い痛みがじんと全身に伝わる。意地を張る余裕もなくいやいやと首を振った私に、早川課長は小さく笑った。私を見つめる彼の目はどこかいつもとは違って、まるで初めて会う人のようだ。

（小さい頃の響介くんでも、いつもの早川課長ともなんだか違う……どうして……？）

「その話し方、子どものときを思い出すな。大槻さんはいつもの敬語よりそっちの方がいいよ」

「え……？　っひ、ぁんっ！　やっ、くりくりするの、やぁ……っ！」

　仕事中だと分かっているのに、声が溢れてしまう。このまま流されてはまずいという冷静な思考よりも快感の方が勝って、頭の芯がぼうっとぼやけてくる。掴まれていた手はいつの間にか外されていたけれど抵抗するほど力は入らなくて、縋るように早川課長の肩を掴む。

「両方ともこんなに堅くしておいて、本当に触ってほしくなかったの？」

　からかう言葉と共に小さく笑われて、思わず顔を背ける。昨夜の自分を見透かされているようで、なんとも気まずかった。

「返事はなしか、まあいいけどね。それにしても……美味しそうだな」

「ん……っ」

　少し腰を屈めて視線を下げた早川課長は、私の胸をまじまじと見つめ、立ち上がった乳首に軽く息を吹きかける。それだけの刺激にも体を震わせてしまう私の反応を愉しみながら、彼の唇が先端をくわえた。

「ああ……っ！」

　熱い舌先でこねられたり押しつぶされたりして、指でされたときとはまた違う刺激に声が漏れる。もう片方の乳房も大きく揉まれて、異なる刺激に体内の熱が一層煽られる。

「んっはあ、あっ、あぅん……っ！」

（だめ、だめだめ。こんなところで、しかもこの人相手にこれ以上感じちゃったら。……だめ、なのにぃ……っ！）

　体の中で膨れ上がった快感が限界を知らせ始めている。限界を迎える前に離してもらおうと必死で肩を押したものの、力の入らない手ではなんの抵抗にもならなかった。

　舌で乳首を転がされて軽く吸われる。それから少しだけ強く甘噛みされると、痺れにも似た甘い感覚が電気のように全身を走って瞬間目の前が明滅した。

「あ、あ……っ！」

　そして数秒、足先まで力がこもった後一気に抜けた。倒れ込みそうになった私の体を、早川課長が支えてくれる。間近に温もりを感じながら、私は信じられない思いで荒い呼吸を紡いだ。

（うそ……私、イっちゃった。仕事中に、会社の中で……しかも、早川課長相手に……）

　いっそ嘘だったらどんなにいいかと思うけれど、残念ながら現実だ。乱れたブラウスもそこから覗く薄赤く染まった胸も、スカートで見えてはいないけれど――きっと濡れてしまっているだろう下着も、全てこれが今さっき起こったことを証明していた。

　それでも快感の残滓はまだ抜け切らなくて、支えられていた体が力なく床に落ちる。しゃがみこみどうにか呼吸を整えていると、ふと頭上から名前を呼ばれた。

「大槻さん。ねえ、自分だけ気持ちよくなるのはずるいよ。……俺も、気持ちよくして？」

「え……」

　思考がまだうまく働いていない。まだ快感の残る頭でのろのろと早川課長を見上げると、唇に堅くなった熱い昂ぶりの先端が押し当てられた。

「ん……っ」

「本当はもっと色々したいけど……さすがにここだと狭いからね。それに服を汚しちゃうとお互いこの後の業務に差し支えるから。だから……君の口で俺をイかせて？」

「ふ、ぁ……」

　猛った先端から溢れる雫が唇を濡らす。そこから上るむせ返るような男性の香りに、頭が痺れた。自分でも分からない衝動に突き動かされ、誘われるように口を開け昂ぶりを咥える。

「……っ」

　早川課長が小さく息を飲み、少しだけ眉を寄せた。その表情はとても艶やかで鼓動が速くなる。

（おっきい……熱くてびくびくしてる……）

　前の彼氏と別れて以来、男の人をこんなに間近に感じたのは久しぶりだ。しかも、前は口の中に昂ぶりを受け入れるのは若干の抵抗があって苦手だったのに、今はまるで抵抗なく招き入れてしまった。これはきっと、非日常な雰囲気に飲まれてしまったからだ。それか、予想外の出来事が続いて判断力が低下してしまったからか。多分そうに違いない。そうでなければ――こんな恥ずかしいこと、できるはずがない。

「そう……上手。うん、そこももっと舐めて……っは……そう、イイよ」

「ん、む……ん、んん……っ」

　頭を撫でる手の動きが心地いい。まるで飼い主に撫でられている犬のような気持ちでうっとりと目を閉じながら、一生懸命に大きく膨らんだ昂ぶりに舌を絡める。

（気持ちいい、のかな……？）

　気になって上目遣いに早川課長を見ると、ちょうど視線が合ってしまった。途端、口の中の昂ぶりが一層大きさを増した。試しに少しだけ歯を立ててみれば、小さな呻き声の後少し苦い味が広がる。そんなに上手くはないはずだけれど、一応感じてはくれているようだ。

（なんだろ。なんか……ちょっと楽しい、かも）

　自分よりもずっと上にいるはずの人が、こうして目の前で無防備に感じている。しかも、他でもない私のしていることでだ。求められて始めた行為だけれど、今優位に立っているのは私の方かもしれない。そう考えたら少しいたずらしたい気分になった。

「ん……ふ……」

　わざと一旦昂ぶりを口から抜いて先端を舌先で刺激する。それから一気に根本まで深く咥え込むと、昂ぶりがびくっと大きく震えた。

「く……っ！　……へえ、そういう余裕があるんだ」

（あ……まずいかも。怒らせちゃった……？）

「なら、俺も遠慮しなくていいかな……っ」

「ん……んんんっ！」

　両手で頭を押さえられ、前後に軽く揺さぶられる。私のペースでしていたときよりもやや速い動きで昂ぶりが口内を犯した。

（あっ、またびくびくして……堅くなってる……っ！）

「っはあ、あ……っく、ぅ……っ！」

「ん、んんっ。んっ、ぁん……っ」

　中を昂ぶりが動くたびに唾液だけではない液体が飲み込みきれずに溢れて顎や肌を伝う。頭上から聞こえてくる切なげな呻きや呼吸はますます激しくなって、私の体の熱も誘った。

「っあ、もうイく……っ！　このまま出すから、全部飲んで……っ！」

「んあっ、ん、んー……っ！」

　反応を返すよりも前に、口の中に熱い液体が溢れた。量の多いそれは一気に中を満たし、私はこぼさないよう必死で飲み込む。こぼしてしまったら床や服が汚れてしまう――確かにその心配もあったけれど、そのときは不思議とその心配は頭に浮かんでこなかった。ただ、目の前の彼からのお願い――〝全部飲んで〟というその言葉だけが頭にあった。

　出し切られた全てを飲み下して、ようやく唇を離す。口の中から出てきたそれは、猛っていなくても充分な大きさがあった。

（すごい……あんなのが口に入ってたんだ……）

「ちゃんと全部飲んだんだ。いい子だね」

　にっこりと微笑まれ、思わず鼓動が速くなる。まだ頭がはっきりと動いていないから、返事も出てこなかった。

「先に戻ってるよ。俺から上手く言っておくから、来られるようになったら戻っておいで」

　軽く額に口付けられ、離れていく背中をぼんやりと見つめる。再び思考が働いて動けるようになったのは、その場で十分ほど座り込んでいた後だった。






「う、わ……びしょびしょになってる……」

　乱れていた服装を資料室で整え、廊下に人がいないのを確認してから慌ててトイレの個室へ逃げ込んだ。恐る恐る確認した下着はやっぱりとても濡れてしまっていて、今更ながらに先ほどまでのことが思い出されて恥ずかしさに頭を抱える。

（なんなの、課長……っていうか、私がなんなの!?　もーっ！）

　これまでのセクハラなんて比較にならない。あんなことをしてしまって、これからどんな顔で会えばいいのか。

「でもこのままトイレにこもってるわけにもいかないし、頼まれた資料も持って行かなくちゃ……って、そうだ、資料！」

　すっかり忘れていた。頼まれてデスクを立ってからもう一時間以上立っている。急ぎではない様子だったけれど、それにしたってそろそろ持って行っておかないとまずいだろう。

「ああ、もう……っ！　課長があんなことするから！」

　文句を言いながら濡れた下着をティッシュで拭い、慌てて資料室へ戻った。






　たくさんのファイルを抱え、足早にデスクへ戻る。けれど、隣の席の先輩に謝る前に反対に向こうから謝られてしまった。

「あ、大槻。ごめんな」

「え？」

「課長に聞いたぞ。貧血起こして廊下でうずくまってたんだって？」

「え、っと……あの……」

　話が見えず、ちらりと早川課長のデスクへ視線を向ける。その瞬間目配せのようなものを送られて、慌てて話を合わせた。

「あ……はい。そうなんです、軽い症状だったのでもう全然平気なんですけど……」

「体調悪いときは言えよな。こんなにたくさん頼んで悪い、重かったろ」

「いえ、そんな……」

（と、とりあえず助かった……かな）

　曖昧な笑顔で先輩との会話を交わし、私は内心ほっと息をついた。






　密かに心配していたその日の〝残業〟はなかった。数日ぶり早めの帰宅に、帰ってからもどこかぼうっとしてしまう。テレビを付ける気にもなれず、ベッドに横になって枕を抱きしめる。思い浮かぶのは昼間のことばかりだ。

「一体どういうつもりだったんだろう……。あれも誠意の内に入るの？」

　それともいじめられたことへの復讐か、はたまたただのたちの悪いからかいの一種だったのか。考えても真意は見えてこない。

「あの後は気まずくて思いっきり避けちゃったし……。でもあっちからも来なかったし、向こうもやりすぎたとか思ってる……？　うーん、でもー」

　考えれば考えるほど悩んでしまう。と、ベッドサイドに置いていたスマートフォンが小さく震えた。

「ん、またお母さんからかな。えっと……えっ!?　は、早川課長……！」

　表示された名前に慌てて飛び起き、姿勢を正す。この関係を強要されてまもなく、強引に私用の携帯電話番号を交換させられていたのだけれど、実際かかってきたのはこの数ヶ月で初めてだった。速くなる鼓動を深呼吸でどうにか落ち着け、ゆっくりと通話ボタンを押す。

「も……もしもし。大槻ですけど」

〝ああ、こんばんは、俺だよ。昼間言い忘れていたことがあったから電話したんだ〟

「昼間……」

　ぱっとあのときの光景が思い浮かんでしまって、慌てて打ち消す。幸いこちらの動揺は電話越しに悟られなかったのか、何事もなく会話が進む。

〝そう。二週間後の土曜日なんだけど、一日空けておいて〟

「へ？　なんでですか？」

〝その日、親戚が集まるホームパーティーがあるんだ。そこに君に一緒に来てもらいたい〟

「ええっ！　なんで私が」

〝そういう場は、誰か女性を連れていかないと色々うるさく言われるんだよ。見合いの話をいちいち断るのも面倒だしね。君がいてくれると都合がいいんだ〟

「でも、そういうパーティーとかって私あんまり……」

〝あれ、断れる立場だったっけ〟

「うぐ」

〝当日の時間とかは後で詳しく決まったら連絡するから、予定だけは確実に空けておいて。それじゃあ、おやすみ〟

「はあ……おやすみなさい」

　嫌でも断れないのが辛いところだ。せめて電話を切ったら悪態のひとつでもついてやろう、そう思いながら相手が電話を切るのを待つ。

　でも、そのまま切れるかと思った瞬間、何かを思い出したように電話の向こうで小さく声が上がった。

〝……そういえばさっき口ごもったけど、もしかして昼間のこと思い出してた？〟

「っ！　違いますよ、おやすみなさい！」

　くすりと笑われて、思わず勢いよく切ってしまった。通話終了ボタンを押して勢いよく枕にスマートフォンを投げつける。

「あー……二週間後かあ……。気が重い……」

　一気に気分が暗くなった。私は目を閉じ、全身を再びベッドに預けながら深いため息をついた。

















第四章












　――そして、二週間後の土曜日。わざわざ車でマンションの前まで迎えに来てくれた早川課長は、私の姿を一瞥するなり短く言葉を発した。

「地味だ」

「え？　そうですか？」

　嫌々とは言え、ホームパーティーに参加すると聞いていたからこれでも一応おしゃれしてきたのだ。あまり派手すぎるのもどうかと思ったので華美すぎず、でも過度に地味過ぎもしないぎりぎりのラインで服や髪型を選んだつもりだったのだけれど。

「念のため待ち合わせ時間を早く設定しておいてよかった。大槻さん、俺が見繕うからこのまま一緒に来て」

「えっ、でも課長も随分ラフな格好ですけど」

「俺は開始時間近くになったら着替えるよ。開始時間は夕方だし、それまでは楽な格好でいたい」

（なんだ、開始時間って夕方なの？　それなら、何もお昼くらいから待ち合わせしなくてもよかったんじゃ……）

　とはいえ文句を言える立場ではない。急かされるがまま助手席に乗り込む。広々とした席は乗り心地がよく、きっと高い車なのだろうということは容易に想像できた。

（さすが社長の御曹司……性格悪いけど！）

「ああ、あと。今日は課長って呼び方はやめるように。君がニセモノの恋人だってばれるかもしれないから」

「はあ……。でも、じゃあなんて呼べばいいですか？」

「別に、好きでいいけど。まあ、昔みたいに名前でもいいし」

「えっ！　いや、それは……」

　自分の痛い過去を掘り起こされるのでちょっと勘弁してほしい。考えた末、結局名字に〝さん〟で落ち着く。

「ふうん……。ま、いいか」

（……？　なんかちょっとむっとしてるような……？）

「あと、あんまり堅い敬語もやめてね。ばれる」

「そう言われても、急にはどうも……」

「できるでしょ？　前に資料室ではできてたじゃないか」

「っ！　だからそれはもう言わないでって散々言ったでしょ！」

「ほらできた」

「うー……っ」

　にやりと笑われて、強く睨みつける。資料室でのあの一件以降、セクハラはあってもあの日ほどの過激な行為はなかった。とはいえ、あの日のことはたびたび話題に出されてからかわれてはいる。それを言うことで私が怒るのを楽しんでいるようだ。

「さてと。それじゃ行こうか、琴美」

「な!?　なんで名前……っ」

「お互いに名字呼びじゃよそよそしいだろ？　皆の前ではくれぐれもその嫌そうな反応をしないように」

「……はい」

　今日は疲れる一日になりそうだ。ため息をついた私を乗せ、車は静かに走り出した。






「……あの、早川課長」

「今日はその呼び方はなしって言ったよね？」

「ごめんなさい。じゃあ、その……早川さん」

「何？」

「えっと、この服――っていうか、完全にパーティードレスですけど――これ、ホームパーティーに行くには本格的すぎません？」

　初めに連れて行かれたお店に着くなり、早川さんがすぐに数着のドレスを選んできた。襟元に透けの入ったものや大きく背中の空いたもの、どれも私が着るには少し大人っぽくてセクシーな感じのドレスだ。

「いや？　このくらいじゃないと却って浮くよ。あんまり目立つの好きじゃないでしょ」

「えええ……いや、確かに目立ちたくはないですけど……」

（これが浮かないパーティーって、それ本当にホームパーティー？　っていうか、値段高っ！　私が普段買ってる服よりゼロがいくつか多いんだけど!?）

「サイズは全部合ってるし、あとは君の好みかな。この中だったらどれがいい？」

「いちばん安い奴がいいです……」

　こんなの一着買ってしまったら、数ヶ月分の給料が全部吹き飛んでしまう。好み云々よりも値段の方が大事と値札を見ていると、全てのドレスが遠ざけられた。

「あっ、まだ金額見終わってない……っ」

「別にそんなこと気にしなくていいよ。俺が買うんだから」

「えっ？　でも、めちゃくちゃ高いですよ!?」

「うちの予定に付き合ってもらうんだし、その準備くらいはね。でも、そんなに言うほど高いかな。女性の服ってこのくらいが普通じゃない？」

（普通じゃない、普通じゃないっ！）

　やっぱり、金銭感覚が庶民とはまるで違う。ぶんぶんと大きく首を振って否定する私に、彼は不思議そうに首を傾げた。

「そうなの？　いつもこのくらいか、それ以上のもの買ってたけど……」

「……それって、前の彼女さんとかに？」

「そう」

（見えるぞ……無数のゴージャスな彼女たちの遍歴が見える……）

　このルックスと家柄だ。きっと数多の女性たちが早川さんの隣を歩いてきたに違いない。

「前の彼女さんたちはともかく、私はあんまり高価なものだと却って萎縮します！」

「そう？　じゃあ、俺が買う代わりに俺が選んじゃっていい？」

「はい、もう好きにしちゃっていただいて大丈夫です……」

　値段が気になって選ぶどころではなくなるから、決めてもらった方が楽でいい。慣れない空間に疲れ果てながら店の入り口で待っていると、やがていくつかの袋を下げて早川さんが歩いてきた。どう見ても、ドレス一着だけの荷物量じゃない。

「あの……なんか多くありません？」

「ああ。ドレスと、それに合う靴とアクセサリーとバッグも一通り買ってきたから」

「ひえっ。フルセット……」

「え、だって必要でしょ」

「……」

　もう言葉が出ない。一体このお店だけでいくら使ったのか……怖くて聞けない。

（ニセモノの彼女にもこんなにバンバンお金使っちゃうとか、これまでいた本物の彼女さんたちには一体いくら使ってきたの!?）

「さてと。服の準備もできたし――」

「もう行きますか？　まだ夕方には早いですけど……」

「その前に、美容院だね。予約はさっきしておいたから、このまま行こう」

「えっ。それはまさか……」

「？　ヘアメイクのだけど」

（やっぱり……！）

　服装だけじゃなく、完全なフル装備だ。

「心配しなくてもちゃんと俺が支払うから大丈夫」

「あ……ありがとうございます……」

　こうなったら、もう無でいよう。金銭感覚の違いにいちいち驚いていたら体が持たない。今日はもう、早川さんのコーディネートに身を任せたただのお人形でいよう。早々に思考を手放し、私は呆然と早川さんの後を追って車に乗り込んだ。






　美容院でヘアメイクをしてもらった後、そのままそこでドレスに着替えた。高級そうなドレスと靴、アクセサリーを身につけると、こんな私でもそれなりに見えるから不思議だ。私が着替えている間に早川さんも着替えを終えていて、オーダーメイドだというスーツを嫌みなく着こなした彼は裏の顔を知っている私ですら格好良く思えて、なんだかとても悔しかった。

　――そうして、西の空が赤く染まりだした頃。早川さんに連れられ、私はある場所へ立っていた。

「……あの、早川さん。ちょっと聞きたいんですけど。今日はホームパーティー……って言ってましたよね？」

「敬語、また出てる。始まる前にちゃんと注意して気をつけて」

「……言ったよね」

「よろしい。それで？　確かに言ったけど」

「じゃあなんで私たち、クルーズ船の乗り場にいるの！」

　目の前には既に大きなクルーズ船が停まっている。こんなのドラマや漫画でしか見たことがない。でも当然であるはずの私の疑問は、早川さんにはいまいちぴんと来ていないようだ。

「なんでって……ここが会場だから。一族が集まるから広い会場が必要なんだ」

「ホームパーティーって、普通もっと規模の小さいものじゃない？」

「そうなの？　小さい頃からこんな感じだったけど……。さあ、ぐだぐだ言ってないでそろそろ行くよ。もうすぐ出航の時間だから」

　そう言いながら私の手を引いて早川さんが入り口のスロープを上る。同じように乗り込む他の乗客もパーティーの参加者なのか、皆一様にドレスアップしていた。

（最初の格好で地味だって言われた意味、今すごく実感してる……）

　一歩進むたびにこれまで自分が体験したことのない別世界が近づいてくるようで、私は期待よりも緊張で憂鬱になった。






　スタッフに案内された会場に入れば、中には既にたくさんの人がいた。きらびやかな空間にも慣れた様子で楽しそうに歓談していて、私とはつくづく違う階級の人たちなのだろうと感じた。

（それでもって、今隣に立ってるこの人も同じ階級のセレブなんだよね……）

　今すぐにでも船を降りて、狭いワンルームの自宅に帰りたい。けれど私の願いもむなしく船は静かに出航し、夕暮れの海の中を走り出していた。

「とりあえず、何か飲み物でも取ってくるよ。人も多いし、そこの椅子にでも座って待ってて」

「あ……うん。ありがとう……」

　雰囲気に圧倒されてしまって、なんだかもう既に疲れている。人混みの中に歩いていく早川さんを見送って、そそくさと壁際に置かれた椅子に向かった。

（これが全部早川家の一族の人なのかな……。皆見るからに高そうな服着てるし、なんか心なしか物腰が優雅に見える……気のせい？）

　ドレスの値段を見たときは高額さに驚いたものだけれど、この場で目立たないようにするには確かにその位のレベルのものを着ておかなければいけないかもしれない。

（数万でさえ普段の私には躊躇するレベルなのに……やっぱり住む世界が違う）

　場違いな空間に萎縮しながら、行き交う人たちを観察する。その中には時折テレビで見たことのある人や、業界雑誌の記事で見たことのある人たちがたくさんいて、早川一族の力がとても大きいことを改めて実感した。

　戦後の高度成長期において急成長を遂げたという早川財閥は、国内でも有数の大手財閥だ。私の勤めるキャラクターグッズ制作会社を含め、グループ企業は国内・国外に限らず複数業種多岐に渡る。その中には誰でも名前を知っているだろう大手企業も少なくない。それらを束ねる一族の人たちなのだから、この顔ぶれは当然といえば当然なのかもしれない。どちらにしても私には縁の遠い話――だったはずだ。

（早く早川さん戻ってこないかな）

　そわそわと人混みを眺め、知った姿が戻ってくるのを待つ。でもそれより先に、横から声をかけられた。

「どうしたんだい、お嬢さん。おひとりかな？」

「えっ。い、いえ……あの……」

　振り向いた先にいたのは、恰幅のいい中年男性だった。男性は口ごもる私の隣の椅子にごく当たり前のように座る。

「誰かのお連れさんかね。しかし、君のような美人をひとりで放っておくとは許せない奴だな。はっはっは！」

「あ……あはは……」

（なんかこの人見たことある。確か議員さん……）

　もっと真面目にニュースを見ておくべきだった。確かに顔を見たことはあるのに名前は出てこない。内心の焦りを曖昧な笑顔で隠して適当に相づちを打っていると、ずいっと距離を詰められた。伸ばされた手が私の肩に触れ、そっとなぞる。

「よかったら私にエスコートさせてくれないかね？　君を放ってどこかに行ってしまうような奴よりも楽しい夜を過ごさせてあげるよ」

「い、いえ。すぐに戻ってくると思います……ので……」

　こういうときどういう反応をすればいいのか分からない。相手の本心が分からない以上、真面目に断ったら気分を害してしまうかもしれないし、とはいえ冗談で上手くかわせるほど私の経験値は高くない。

（ど、どうしたら……。早川さん、早く帰ってきて！）

　泣きそうになりながらさりげなく距離を取る。すると人混みの中からようやく早川さんの姿が見えた。

「あ……っ」

「ごめん琴美、お待たせ。忠輔おじさん、こんばんは。お久しぶりです」

　会社にいるときと同じ、よそいきの顔と態度だ。それでも〝忠輔おじさん〟と呼ばれたこの男性にとってはこれが普通の早川さんらしく、不思議がる様子もなく立ち上がる。

「おお、響介くんか！　大きくなったな、お父さんの若い頃そっくりだ！　こちらの女性は君のお連れさんかね？」

「ええ。すみません、今飲み物を取りに行っていたもので」

「そうかそうか。だが女性をひとりにしちゃいかんよ。はっはっは、それじゃあまた後で」

　幸いさっきまでの言動は本当に冗談だったようで、男性は豪快な笑い声を残して行ってしまった。緊張がほどけてほっと息をついた私を、早川さんがじろりと見やる。

「何あんなおっさんに体を触られてるの」

「好きで触られてたわけじゃないわよ！」

　小声で応酬し、差し出されたグラスを受け取る。でもグラスを持つと指がわずかに震えていて、自分で思っていたよりも怖がっていたことに気づく。早川さんも私の震えに気づいたのか、驚いたように目を大きく見開いた。

「……怖かったの？」

「っ……当たり前でしょ。こんなとこ初めてだし、あんな風にされるのも初めてだし……っ！　頼れるのは早川さんだけなのに、全然戻ってこないんだもん。連れてきたのはあなたなんだから、私をひとりにしないで。ちゃんと側にいてよ……っ」

　安堵もあってか、思わず本音が出てしまった。グラスを持つ手にぎゅっと力が入り、目の前がじわりと滲む。少しの沈黙の後、彼の方から返事があった。

「……悪かった。もうひとりにはしないから」

「……うん」

「子どもの頃からそうだけど、君って強がって見えて結構泣き虫だよね」

「うるさいな！」

　グラスの中身を一口飲み、照れくささを隠すために早川さんを睨む。けれど、こちらに向けられていた笑顔が思いの外優しくて、不思議と鼓動が早くなった。

（ん……え？　なんだろ、なんか……変）

　慌てて視線を逸らし、残っているグラスの中身を飲み干す。動揺のせいかあまり味は感じなかった。






　その後、早川さんに連れられて何人かの人たちに挨拶に行った。と言っても、私は彼の後ろでその様子を見ているだけだったけれど。そうして挨拶周りを終えた後、ふと早川さんが私の手を引いた。

「とりあえず、必要な人への顔見せは済んだから、次はうちの家族のところに行かないと。一緒に来て」

「えっ、ご家族に？」

「最近見合いをセッティングされそうで困ってるんだ。君のことを紹介しておけば親も安心するだろうし」

（じゃあご家族のことも騙すようになるのか……なんかちょっと申し訳ないな）

　心苦しくなりながらも、黙って早川さんの後を着いていく。人の間を縫って会場の奥へ向かうと、そこには三人の人がいた。

　穏やかな雰囲気のまさしく和風美人という感じの四十代後半ぐらいの女性と、早川さんとよく似た顔立ちの華やかでゴージャスな雰囲気の若い女性。それから長身の精悍な顔立ちの男性がひとり。……この男性の顔は社内誌で見たことがある。

（この人、早川財閥の社長だ！　ってことは、あの人が早川さんのお父さん……！）

　思わず背筋が伸びる。早川さんはさりげなく私をエスコートしながら、その人たちの前に立った。

「父さん、母さん。姉さんも、久しぶり」

「おお、響介。最近あまり家に顔を出さないじゃないか。仕事の方は順調なようだな、話は聞いてるぞ」

　威厳のある声だったけれど、その声は温かみに満ちていた。恐らく早川さんのお母様だろう隣の女性も、育ちの良さを感じさせる品のよい仕草でおっとりと微笑む。

「元気そうね、響介。あら、そちらのお嬢さんはどなたなの？」

「ああ、彼女は――」

　ちらりと早川さんが私を見た。アイコンタクトを送られて、私は緊張を抑え口を開く。

「初めまして、大槻琴美と申します。早川さんとは……その、お付き合いをさせていただいております」

「あらまあ、そうなの。琴美さん、よろしくね」

「可愛らしい女性だね。大槻さん、そんなに緊張しなくても大丈夫ですよ。どうぞ今日は楽しんでいってください」

（よ……よかった。思ったよりも反応が優しかった……けど）

　温かく応じてくれたご両親の横で、お姉さんらしき女性は何かを考えている様子でこちらを見ている。睨むとか敵意を向けられているとかそういう空気は感じないけれど、観察されているような感覚はどうにも居心地が悪かった。

　そのまま少しそこで簡単な会話を交わしていると、早川さんのお母様は別の参加者に呼ばれてどこかへ行ってしまった。それから、お父様の方も思い出したように声を上げた。

「そうだ、忘れるところだった。響介、お前まだ総二郎さんに挨拶をしてないだろう。会いたがっていたぞ」

「さっきちゃんと行ったけど見つからなかったんだよ」

「なんだ、そうなのか。なら早い内に行っておけ。大槻さん、申し訳ないが息子を少しだけお借りしても構わないかね？」

（本当は、さっきみたいなことになったら困るからあんまりひとりにはなりたくないんだけど……）

　挨拶に私もついていくのは不自然だし、そもそも気まずい。それに直々にお願いされては断りづらい。少しの躊躇いの後、私は笑顔で頷いた。

「はい、大丈夫です」

「琴美、大丈夫？」

「うん、平気。そこの壁際で待ってます」

　あまり人と関わらないようにすれば短時間なら大丈夫だろう。けれど、そのとき突然隣から伸びてきた手に肩を引き寄せられた。

「えっ？」

「大丈夫よ。父さんと響介が行ってる間、私がこの子と一緒にいてあげる」

「あ、あの……」

「……姉さんが？」

「そうよ。ひとりでいるよりも女ふたりでいた方が彼女も不安じゃないだろうし、あなたも安心でしょ。ほら行ってきなさい」

「……変なことするなよな」

　小さな声でそんなことを吐き捨て、早川さんはお父様と一緒に人混みの中へ行ってしまった。

（えっ、変なことするなって私に言ったのかな？　でも私、変なことなんて――）

「あはは、今の響介の顔見た？　超警戒してんの。マジウケるー」

「!?」

　おしとやかな外見から想像するには少し意外な口調が聞こえた気がする。驚く私に、彼女はにっといたずらっぽく笑った。

「あは、驚いた？　私、早川奏。両親の前でこういう感じで話すと叱られるから普段はさっきみたいな感じで話すけどさ、正直すっごく肩凝るんだよね」

「そ……そうなんですか……」

「けど響介も似たようなもんでしょ？　あいつも結構二面性ハンパないもん。あ、琴美ちゃんって呼んでいい？　私のことも奏って呼んでいいよー」

（早川さんの性格も知ってるんだ……。っていうか、すごく気さく……）

　ついさっきまでは近寄りがたいほどの美人オーラを放っていた奏さんが、口調が砕けたことで少し身近に感じられる。奏さんはふと距離を詰め、じっと私の顔を見つめた。

（び、美人の圧ってなんかすごい！）

「な、なんでしょう……？」

「ねえ、こんなこと聞くのもあれだけどさ。琴美ちゃんって、マジでうちの弟と付き合ってる？」

「え……っ」

「いや、なんかよそよしい感じがしてさ。それに、これまでの彼女となんか印象が違うし」

「……」

　それは、もしかして暗にけなされているんだろうか。

「あ、ごめん、別にディスってるわけじゃないよ。私が今まで見たことある響介の彼女って、もっとなんていうか軽い付き合いの感じがあったし、そもそもこういう場に彼女を連れてきたことってなかったんだよね」

「そうなんですか？」

「うん。で、どうなの？　もちろん誰にも秘密にしておくからさ」

（言っちゃっていいのかな……でもごまかしても結局ばれそうだし……）

　それに、奏さんにならいいかもしれない。覚悟を決めてそっと耳打ちすると、やっぱりと言った調子で頷かれてしまった。

「だと思ったー。まあでもうちの両親は信じてるし大丈夫だよ。けど……なんでだろ。なんか私、琴美ちゃんのことどこかで見たことある気がするんだよね」

（奏さんと？　でもこんな美人なら一回会っただけでも忘れなさそう）

　考え込む奏さんの横顔を見ながら、私も考える。けれどやっぱり心当たりはなかった。でも奏さんの方では何か思い当たったらしく、やがて「あっ」と小さな声を上げた。

「分かった、どこで琴美ちゃんのこと見たのか！」

「えっ、どこでですか？」

「××県でだ！　琴美ちゃん、響介に帰り道自分のランドセル持たせてたことあったでしょ」

「!!」

　奏さんの口から出た〝心当たり〟に呼吸が一瞬止まる。その黒歴史は他人に――しかも早川さんの家族には知られたくないことだった。

（み、見られてたの!?　あああやばい、自分の弟をいじめてた相手なんて分かったら絶対怒られるよね。全面的に私が悪いから仕方ないけどもっ！）

　さっと血の気が引き、手が震える。けれど返ってきた反応は侮蔑でも叱責でもなく可笑しげな爆笑だった。

「そっかそっかー！　あれすっごく面白かったんだ、あの響介が女の子の尻に敷かれてるーってあのときも超笑った」

「え、え……っ？　で、でも私、その……早川さんを、その……いじめて……」

「へ、いじめ？　んー、でも響介は別にそうは思ってなかったみたいだけどな。家でも琴美ちゃんの話してたけど、話してるとき嬉しそうだったよ」

「え……？」

　そう、なのだろうか。

「ほら、あの辺りってうちの会社が持ってる大きな工場があったじゃん。だから他の同級生からは遠巻きにされててさ。でも琴美ちゃんはそんなこと気にしないで響介に話しかけてくれたでしょ。それがすごく嬉しかったみたい」

「私は……私の家は、工場に関係する仕事じゃなかったので他のクラスメイトみたいにしがらみのようなものがなかっただけで……。それに話しかけたっていうか、余計なちょっかいを出して結局いじめてた感じになってましたし……」

「そんなの関係ないなーい。遠巻きにされるのって結構辛いよ？　それに、いじめてたって言っても響介からの話を聞く限りそこまでの内容じゃなかった気がするけどな」

「……」

「あの響介が家族にまで紹介する相手って今までいなかったし、今はそうじゃなくても後々変わってくるかもよ。あいつのこと嫌い？」

　苦手かどうかで聞かれれば迷ってしまうけれど、好きか嫌いかで聞かれたら――別に嫌いではない、と思う。だけど過去の自分のしたことが引っかかってしまって、素直には頷けなかった。口ごもってしまった私の肩を、奏さんの柔らかな手が優しく叩く。

「まあ、ゆっくり考えてよ。うちの兄弟全員結婚する気配がないんじゃ親も心配するし」

「……奏さんは誰かお相手いないんですか？　その……そんなにお綺麗なのに」

　思わず聞いてしまって、慌てて口を噤む。さっきの質問は知り合って間もない人に対して踏み込みすぎだし、失礼だ。でも謝るより先に奏さんがにっこりと笑った。

「ありがと。んー、今はいないかな。それに、私の好きになる相手って基本女の子だし」

「えっ!?　あ、えと」

「あとは私の上にもうひとり兄がいるんだけど、その人も仕事一筋！　って感じの人でさー。今日も仕事が忙しいからってひとりだけ欠席だし。ちょっと難しい性格の人だから相手もいなくて、結婚は縁遠そうだしね」

（さらっと流されたけど、なんか奏さんにすごいカミングアウトをされたような……。でも突っ込んで聞くのも失礼だよね）

「まあ、そうは言っても響介は響介で性格に難ありなところもあるし。あいつとはやっぱり付き合えないーってなったら、琴美ちゃん、私と付き合わない？」

「へっ？」

「だって可愛いんだもん。こうして会えたのも何かの縁と思ってさ、だめ？」

「いえ、あの……だ、だめっていうか……」

（ち、近い……っ！）

　肩を抱かれ、距離を近く詰められる。体勢的にはさっきの男性に話しかけられたときと似てはいるけれど、どきどき感がまるで違う。

（だって、とにかく顔が綺麗なんだもん……！　もちろん女の人だって分かってるしどう見たってそうなんだけど、それでもどきどきする……っ！）

　男女を越えたときめき――これが本当の美人というものか。間近で見つめられて視線を離せないでいると、突然奏さんが遠く離れた。見れば、彼女の肩に手が合って、どうやらそれが後ろに引いたらしい。その手の先に視線を向け、立っているのが早川さんだと気づく。

「は、早川さんっ！」

「姉さん、変なことするなって言っておいただろ」

「何よー。あんたって空気が読めない奴だよね、せっかくいい雰囲気だったのに邪魔しないでよ」

「どこが。どっちかっていうと獲物に迫る肉食獣って感じだったぞ」

「わー、姉に対してひどいこと言う。あれ、お父さんは？」

「あっちで他の人に捕まって話してるから、先に戻ってきた。ぐずぐずしてなくてよかったよ、これ以上彼女に家庭の恥を晒したくない」

　ふたりが小声で軽い言い争いをしている内に、そっと距離を取る。

（た、助かった……。危うく知らない扉を開けちゃうところだったかも）

　それにしてもこのふたり、きっととても仲がいいのだろう。気安い言葉のやりとりをする早川さんが、普段とは違う〝弟〟の顔に見えてちょっとだけ可愛らしい。

「何笑ってるんだ？」

　そんなことを考えていると、怪訝そうに首を傾げられてしまって慌てて表情を戻す。

「ううん、別に何も？」

「……まあいい。とりあえず今日の用事はあらかた済んだ。後は終わるまで適当に過ごそう」

「なんだ、それなら私と一緒にいなさいよ。ねえ琴美ちゃん、もっと色々お話したいなー」

「あ、ええと……」

「却下。それじゃ姉さん、またな」

「ちぇー。あ、そだ。琴美ちゃん、ちょっと耳貸して」

「え？」

　くいっと手を掴まれて引き寄せられる。甘い香りが鼻先を掠めて、柔らかい吐息が耳元に触れた。

「いいこと教えてあげる。今までの彼女は琴美ちゃんと雰囲気は違ったけど、そういえば顔立ちは結構似てたよ。多分、響介の好みのタイプがそうなんだろうね」

（えっ。それってどういう……）

「んふふ。今度は響介抜きで私と遊ぼ。じゃあね、琴美ちゃん」

　温もりが離れる寸前、頬に軽く唇が触れた。同時に、横から伸びてきた力強い手に肩をぐっと引き寄せられる。
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「姉さん！」

「いやねえ、怖い顔して。まったく、余裕のない子なんだから。それじゃあふたりとも、パーティーを楽しんでね」

　ひらひらと扇のように手を振り、奏さんはウインクをひとつすると行ってしまった。それを見送る間もなく、早川さんが逆方向へ歩き出す。肩を掴まれたままだから、必然的に私も一緒に歩かざるを得ない。

「あ、あの、早川さん。そろそろ肩離して……」

「……」

　返事がない。どことなく走る緊張感にそっと早川さんを見上げれば、その表情は不機嫌なように見えた。

（えっ、怒ってる……？）

「――随分さっきとは態度が違うじゃないか」

「へ？」

「おっさんに迫られてたときは見るからに迷惑そうなオーラを出してたのに、姉さんのときは満更でもなさそうだった」

「そ、そりゃ男の人と女の人じゃ違うでしょ。それに、奏さんのは冗談だろうし」

「あの人の場合、冗談じゃないから怖いんだよ。俺の彼女だろうと見境なく口説こうとするんだから。俺と好みが似てる分タチが悪い」

（ん？　好みが似てる……？）

　一瞬そこが引っかかったけれど、きっと私の気にしすぎだ。恐らくこれまで本当に付き合ってきた彼女たちは、という意味だろう。それでもつい少し赤くなってしまった顔を隠しながら、そういえば大事なことを伝え忘れていたと気づく。

「あ、でも、奏さんには私たちが本当は付き合ってないってばれてたみたい……。ごまかせなさそうだし秘密にしてくれるって言ったから本当のこと言っちゃった……ごめんなさい」

「ああ……まあ、そうだろうな、鋭い人だから。俺もあの人には昔から嘘がつけなかった。でもまあ、言わないって言ったなら本当に言わないから心配ないだろ、口は堅い方で約束は守る人だし」

「そうなんだ……よかった。奏さん、いい人だったな。もっと色々話したかった……」

「……君はさ、もしかして女の方が好きなの？」

「はい!?　別にそういう意味じゃなくて、ただ純粋にもっと仲良くなりたいなって思っただけ！」

「ふうん。そのわりには迫られたとき受け入れてたみたいだったけど……？」

「だから違うったら！　あんな綺麗な人に迫られたら誰だってどきどきするでしょ！　昔からああいう顔立ちの人に弱いの。それに、奏さんってすごく似てるし」

「……似てるって、誰に？」

「えっ？　……あ。いや、今のは、その」

　つい本音が口を突いてしまったけれど、よくよく考えてみればさりげなくすごいことを言ってしまったのではないだろうか。これじゃまるで、暗に早川さんの顔立ちが好きだと言っているようなものだ。私の肩を抱く大きな手にわずかに力がこもり、途端に鼓動が速くなった。

「違う、そういうのじゃないから！」

「そういうのって？　質問に答えてないよ」

「いいから、気にしないで！　あー喉乾いた！　何か飲みものないかな！」

　半ば強引に肩の手をほどき、距離を取る。どんどん赤くなっていく顔を見られないよう、私は振り向かずに飲み物のあるテーブルへ向かった。

　とにかくこの気まずさを落ち着かせようと、適当にグラスを手に取り一気に中身を煽る。甘くて飲みやすい液体をグラス数個分勢いよく飲み干すと、突然視界がくらりと揺れた。

（あ……やばいかも。さっき飲んだの、お酒だったんだ）

　そういえば、パーティーが始まってから何かと忙しくて最初の飲み物以外はまだ全然口にしていない。空腹状態で一気にお酒を煽れば、回るのが早いのも当然だ。しかも慣れないところでの緊張もあったので余計かもしれない。

　頬が熱くなり、足下が心許なくなる。一旦ここを離れようと足を踏み出しかけたところで、誰かが横から支えてくれた。

「大丈夫？」

「あ……早川さん……」

「これくらいの量で酔ったの？　随分酒に弱いな」

「いつもはここまでじゃないんだけど……うう、くらくらする」

「大丈夫じゃなさそうだな。どこかで少し休んだ方がいい」

　人にぶつからないよう気を付けながら、私を支えて人のいないところまで連れて行ってくれる。こちらの速度に合わせたゆっくりな動きで進んでくれるのがありがたかった。

「とりあえず、そこの椅子に座って。今水をもらってくる」

「ありがとう……」

　座ると少し楽になった。と、ふと会場の賑わいの中から誰かがこちらにやってきた。

「ふたりともさっきぶり。こんなところにいたの……ってやだ、琴美ちゃんどうしたの？　気分悪い？」

「奏さん……。いえ、あの、ちょっとお酒が回っちゃって……今休憩してるんです」

「ありゃ、それは辛い。なら、船内に私の借りてる部屋があるからそこ使って休みなよ。こんな騒がしい場所で座ってるより、静かな場所で横になれた方が楽でしょ」

「え……でも……そうしたら奏さんが」

「いいのいいの、パーティーが始まる前にどこかいられる場所があったらって思って借りてただけだから。ロビーとかで待ってると親戚に色々会って面倒だしね。今はもう使わないから大丈夫よ」

「ならそっちの方がいいな。琴美、歩けそう？」

「うん……大丈夫。奏さん、ありがとうございます」

「気にしなくていいよ、ゆっくり休んで。……あ、響介。ちょっとこっち」

「何？」

　奏さんが早川さんを手招きし、少し遠くに行く。何かを話しているようだけれど小声でよく聞こえない。

　でも何かを耳打ちされた早川さんは怒った様子で奏さんを見た。奏さんはそんな彼を面白そうに見て、鍵を差し出す。

「私はもう部屋には戻らないから、鍵はあんたが帰りに戻しておいて。じゃあ琴美ちゃん、またね」

（……？　どうしたんだろう）

　早川さんがこちらに戻ってくる。そのまま、彼に支えられてゆっくりと立ち上がった。

「部屋まで連れて行く。速かったら言って」

「ありがとう……」

　こちらを見ようとしない早川さんを不思議に思いながらも、私は背中を支えられ部屋へと向かった。

















第五章












　案内された部屋は、まるで高級ホテルの一室のように豪華だった。でも今はその豪華さに驚いているほどの元気はない。勧められるままベッドに腰掛け、ゆっくり横たわる。

（あー……頭ぐらぐらする……。大学生の頃はもう少し飲めた気がするんだけどな）

「水持ってくるから、そのまま寝てていいよ」

「あ、自分で……」

「動くの辛いだろ。待ってて」

「……」

　優しい。昔自分をいじめた女が今こうして弱っているのだ、もっとからかったり侮蔑したりしてもいいのに。

（でも、そうか……考えてみれば、子どもの頃の早川さんは優しい子だった）

　小学生のとき、私がどんなにひどい態度を取っても困ったように笑って許してくれたし、決してやり返そうとはしてこなかった。私のやった色々なことに対して怒ってもよかったはずなのに、声を荒げたこともない。他のクラスメイトから遠巻きにされていたとはいえ、先生にでも話せば先生から私を叱ってもらえただろうに、それもしなかった。

（なのに私は……そんな優しい子をあんなにいじめて……）

　目頭が熱くなって涙が滲んでくる。この感情の急激な高まりは、大分酔っぱらい始めているからかもしれない。わずかに残った冷静な頭でそう推測するものの涙は止まらず、幾筋も頬を濡らした。

「お待たせ。ほら、飲ん――は!?　どうして泣いてるの。俺がいない間に一体何があった……？」

　室内の冷蔵庫から水を持ってきてくれた早川さんが、ベッドの上で泣きじゃくる私を見てぎょっとする。私は勢いよく体を起き上がらせると、突然の事態に立ち竦む彼に涙ながらに頭を下げる。

「ううう、ごめんなさい～」

「え？　いや、何が」

「響介くんのこといじめて本当にごめん～、響介くんすごくいい子なのに～」

「……君ってもしかして泣き上戸なの？　完全に酔ってるでしょ」

　冷めた言葉と共にため息をつかれる。でも私の目に映っている彼は、今は幼い頃のあの〝響介くん〟だった。

「とりあえず水飲んでちょっと酔いを醒ました方がいいんじゃない。ほら」

「うう、優しい～……いただきます……」

　差し出されたペットボトルを開け中の水を飲む。渇いていた喉を通り、冷たい液体が熱い体内に入ってくる。

「おいしいですぅううう……」

「それはよかった。……けど、思ったより酒癖悪いんだな。あんまり人前じゃ飲まない方がいいよ」

「心配までしてくれる……優しいぃ……」

「……別に。こんなの優しい内に入らないよ」

　小さく呟かれた言葉に彼の顔を見れば、耳の辺りが少し赤くなっていた。拗ねたような表情もなんだか可愛らしい。

「うう……ありがとう、響介くん……」

「酔ってるなあ。……どうせ名前呼ぶなら、酔ってないときにしてほしかったんだけど」

「え？」

「なんでもないよ。ほら、起きてないで少し横になったら。俺はそっちのソファにいるから」

　私を再びベッドに寝かせて、彼――響介くんは室内にあるソファに座る。相変わらず酔いの回ったままの私は、眠気と正気の間を行ったり来たりしながらぽつぽつと寝言のように独り言を呟いた。

「響介くんすごい……私にまで優しいとか、すごい紳士……ジェントル……」

「はいはい。まだパーティーが終わるまで時間があるから休んでいいよ」

「あー……小さい頃の私、なんでもっと響介くんに優しくしなかったんだろ……。あんな風にいじめたりしないで、もっと親切にしてあげてればよかった……」

「……充分優しかったと思うけど」

「え？」

　小さく返ってきた予想外の言葉に視線を向ければ、響介くんが横を向いたまま言葉を続ける。

「この酔いっぷりじゃ酔いが醒めたら何も覚えてなさそうだし言っておくけど、別にいじめられてたとも思ってない」

「ええ？」

「というか、やっかみから来るいじめならもっと小さい頃から色々受けてきたからあんなのいじめの内に入らないよ。第一、本当にいじめられてたらそのまま大人しく受けてるような性格してないし」

「で……でも、物取り上げたり給食で私が苦手なきのこ響介くんの食器に移し替えたり、デザートのプリン取っちゃったりしたのに？」

「きのこは別に苦手じゃないし、甘い物はあまり好きじゃないから気にしてなかったけど……結構詳しく覚えてるんだな。やられた本人も忘れてたぞ」

（そりゃ、何回も思い出して申し訳なく思ってたし……）

「なんていうか、君の場合やることが子どもすぎて――まあ実際子どもだったわけだけど、あんまり気にならなかったんだよな」

「う……」

「それに……俺に話しかけてくれたのは君だけだったし」

「！」

　さっき奏さんに聞いた話を思い出す。あのときはまさかと思っていたけれど、本当だったのだろうか。

「酔っぱらいにこんなこと言っても仕方ないか。でも、君がどんなつもりでいたのかは知らないけど……俺は嬉しかったよ」

「……」

　こちらを見ないまま告げられた言葉を信じられない思いで聞く。向こうを向いているから表情は見えないけれど、嘘や冗談を言っているようには思えなかった。

「……ごめんね」

「だから、謝る必要はないって言って――」

「私、もっとちゃんとあのとき素直になっていればよかった」

「……？」

　響介くんの顔がようやく私の方を向いた。不思議そうに首を傾げる彼の表情はなんだか幼く見えて、益々子どもの頃の響介くんを思い出す。

「素直にって――何のこと？」

「本当はね、いじめるつもりじゃなかったんだ。ただ、あなたと友達になりたくて……でも、どう話しかけたらいいか分からなくて、意地を張ってたら変な態度になっちゃった」

「……」

　響介くんのことを考えたら、私が素直に友達になって周りの子たちがもっと話しかけやすいようにすればよかったのだ。だって別に皆は彼を嫌いで避けていたわけじゃない。〝あの大工場を運営する会社の社長令息〟としてではなくてただの〝早川　響介〟というひとりの男の子の中身を知れば、すぐに友達になれるはずだった。それなのにそれをしなかった理由も、今ではちゃんと分かっている。

「皆が響介くんを避けていて、あなたに悪いって思ってたのに――ごめんね、私、ちょっとだけ嬉しかった。私だけがあなたと話をしてるって、なんだか響介くんを独占できてる気がして……優越感があったんだ」

（ああ、我ながらすごく勝手なこと言ってる。響介くん、呆れたかな。そんな理由でって怒ってるかも）

　顔を見るのが怖くて、視線を天井に向けまぶたを伏せる。一旦落ち着いていた涙がまた滲んできた。それになんだか眠い。けれど眠ってしまう前にきちんと自分の気持ちは伝えておきたかった。過去にしてきたことは消えないから今更素直に伝えても何の贖罪にもならないけれど――それでも、全て話しておきたい。

「響介くんに話しかけるのも、見てもらうのも、何するのも全部、私だけが独占したかった。他の子たちじゃなくて、私だけにしてほしかった。でも……私のしたことはやっぱり響介くんを傷つけちゃってたと思う。だから――ごめんなさい」

　声が震えて、うまく言葉が出てこない。それでもどうにか告げきると、室内にしばらく沈黙が落ちた。目尻から頬に流れる涙を拭い、徐々に強さを増す眠気に体を預ける。けれど、うつらうつらとした意識の中で響介くんがこちらに近付いてくるのをおぼろげに感じた。

「……ねえ。さっきの、自分で何言ってたか分かってる？」

「うん……本当にごめんなさい」

「そうじゃなくて。俺のことを独占したいって――それ、まるで告白みたいなんだけど」

「え……？」

「酔っててよく分からないこと言ってるの？　それとも、本気でそういう意味に取っていいの」

　顔の横に手を突かれ、ベッドがぎしりと軽く軋む。近くに感じる気配にどうにか目を開けると、思ったよりも近い距離に彼の顔があった。あっと思う間もなく、もう片方の手が私の頬に触れ、それから――唇が落ちてきた。

「ん、ん……」

　柔らかな唇が触れ、すぐに離れる。これまで彼としてきたキスの中でいちばん優しくて――まるで初めてするように鼓動が跳ねた。

「な、んで」

「それはこっちの台詞だよ。どうしてもっと早く言ってくれなかったの。そうしたらこんな回り道しなかった」

「何……あ、ぅん……っ」

　訊ねるより先に再び唇を塞がれる。今度は深く口づけられて舌が絡んだ。すっかり慣れてしまったキスはたったそれだけで私の中の熱を簡単に灯し、急速に煽る。

「んん、っは……ん……っ」

　お酒で判断力が鈍っているせいもあるのかもしれない。いつもならどうにか働くはずの理性の動きも今日は鈍くて、与えられる快感をもっと得ようと自然と手が伸びて響介くんに縋りついていた。

「キス……気持ちいい？」

　唇が離れた合間、鼻先が触れるほどの近さで訊ねられ素直に頷く。快感に潤んでしまった視界で、じっと彼を見つめる。

「う、ん……気持ち、いい」

「キスするの好きだもんな。口の中弱いし」

「でも、今まではそんなに好きじゃなかったよ。だから……多分、響介くんとするのが好きなんだと思う」

「……っ。すごいな、酔うとそういうこと言うんだ。そんな直接的に煽られると、普段とギャップがある分余計に、なんか……」

（そういえば、なんか自分でもすごいこと言ったような……？　でも、よく分かんないや。頭ふわふわして、気持ちいい……）

　今は何かを考えるより、もっと気持ちよくなりたい。響介くんの首裏に腕を回して抱きつく。

「キス、もっといっぱいして……。気持ちいいの好き、もっとたくさんしたい……」

　子どものようにねだった声は、自分でも驚くくらいに甘かった。わずかに響介くんの体が跳ね、数秒の沈黙の後小さな呻きが聞こえてくる。

「……くそ。姉さんの言ったとおりになったみたいでなんだか癪だな」

「奏さんの？」

　さっき、鍵を受け取る前に何か耳打ちされていたけれどその時だろうか。目を瞬かせた私を、響介くんは少し赤くなった顔で見る。

「……酔った女の子にどうこうするような真似はするなって。……そんな度胸もないだろうけど、とも言われた」

「あ……」

　なるほど、奏さんがなんだか可笑しそうに響介くんを見ていたのもそれか。

「ここに連れて来たのは、別に下心じゃなくて純粋に休んでもらおうと思っただけだ。本当に何かするつもりはなかったのに、そんな煽るようなこと言うから。君のせいだとか卑怯なことは言わないけど、責任の一端はあるからな」

「な、なんかごめんなさい……。あ、でも、パーティーがまだ……」

「もっとしてほしいって言ったのは君の方だろ。それに、あんな退屈なパーティーよりも今はこっちの方が大事だよ。……今更やめるなんて、できると思う？」

「あ、ん……っ」

　噛みつくように唇を奪われて、さっきよりも少し乱暴に貪られる。温かな舌で口の中を刺激されるたび、体の中が熱くなっていく。角度を変えて何度も口づけられる内に呼吸が乱れて、声に甘さが増した。

「ん、ふ……あぁ……っ」

「……っん、はあ……。……ねえ、少し体を起こして。これじゃ、背中のファスナーが下ろせない」

「え……っ。あ、えと……ドレス脱ぐの？」

「キスだけで終えられると思ってる？　目の前でこんなに無防備でいられて我慢できるほど理性の強い人間じゃないんだ。これだけじゃ全然足りない」

「ぁん……っ」

　熱っぽい言葉と共に耳たぶに口づけられ、声が漏れてしまう。

（この先も……って、この前みたいなことかな。ううん、もしかしたらそれよりもっとすごい……。どうしよう、怖いのに……私、期待してる）

　こくりと息を飲み、そっと体を起こす。伸びてきた指がゆっくりとドレスのファスナーを下ろし、締め付けられていた感覚から体が解放される。脱がされたドレスはベッド脇に放り投げられ、下着とストッキングだけを残した私の姿が響介くんの目の前に晒された。

（うう、この格好……なんだか裸のままより恥ずかしい……）

「後は自分で脱ぐ？　それとも俺が脱がせてあげようか」

「じ、自分で脱げるっ！」

　目の前で脱ぐのは恥ずかしいけれど、脱がされるのはもっと恥ずかしい気がする。そう思って咄嗟に選んでしまったものの、いざ脱ぐとなるとやっぱり恥ずかしかった。せめて少しでも見られないように、ベッドの縁に腰かけ彼に背中を向けながら残った物を脱いでいく。最後にアクセサリーも全て外してしまうと、なんだかとても心許ない気分になった。無防備な姿に恥ずかしさが押し寄せてきて、振り返れないまま体を縮める。すると、不意に背後から伸びてきた手が私の腰に触れた。そのまま簡単に引き寄せられて、何も身につけていない状態のまま抱き寄せられる。

「や……っ」

「焦らされるのも悪くはないけど、待たされたらひどいことしたくなるかもしれないよ」

「別に焦らしてたわけじゃ……ふぁっ、ゃんっ」

　ゆっくりと肌を滑り移動した両手の指が、左右の胸の頂点に触れる。刺激に呼応して少しずつ勃ち上がっていくそこを二本の指先でくりくりと弄られると甘い痺れが走って体が震えた。

「あん……っ、や、ぁ……っ！」

「すごいな、どんどん堅くなってくる。強くされる方が好きなの？」

「ああぁんっ！」

　きゅう、と少し強めに引っ張られ、思わず大きな声が漏れてしまう。否定したくてもこんな反応を示してしまったらごまかしようがない。少し前まであった眠気はもうなかったけれど、今度は快感に頭がぼんやりと霞んだ。

「やっ、そこ……触られると、だめ……だめぇ……っ！」

「だめじゃないでしょ。もっとして、でしょ？　こんなにやらしく勃たせてるくせに、素直じゃないな」

「あっん、あっ。ひぁあ……っ！」

　摘まれたり指の腹でこね回されたりするたびに息が荒く上がる。短く上がる声はまるで悦んでいるように甘くとろけて、自分が出している声ながらなんだか信じられない気分だ。

（今まで誰かとシたときも、こんな声出したことないのに……っ！）

　正直なところ、今までにふたりほどいた彼氏とシた中ではあまり気持ちよさを感じることがなかった。そのときの緊張のせいなのかそれともこれまでの相手と体の相性が合っていなかったせいなのか、理由はよく分からない。それでも快感が薄くどう反応したらいいか分からない私に、相手はいつも白けた様子でセックスを終えていた。そして何回か体を合わせた後、大抵向こうから別れを告げられるのが常だった。

　だから、きっと私の体はそういうことに鈍感で、世間一般で言われるようなセックスの気持ちよさを体験することは恐らくずっとないのだろう――そう思ってきた。それなのに、今感じているこの圧倒的な気持ちよさは何なのだろう。これが普通なのかどうかも分からない。底の見えない快感がなんだか怖くて、私はぎゅっと口を噤み声を押し殺した。

　与えられる刺激に体を震わせて、それでも声を我慢する私に響介くんが耳元で囁く。

「どうして声隠すの。もっと聞かせてよ」

「や、だ……だって怖い……」

「怖い？　何が」

「こ……こんなに感じてるの初めてで。このままじゃ自分がどうなるか分からなくて、怖いの……」

「これだけ敏感な体してるのに、感じたことないの？　……他の男ともシたことあるんでしょ？」

「ひゃんっ」

　瞬間、痛いほどの力で乳首を摘まれ、わずかに潜められた声で訊ねられる。それでもすぐに力が緩まり今度は優しく指の腹で先端を撫でられて、甘い痺れが全身に伝播した。

「シたことはある……けど。でも全然気持ちよくなれなくて、私が……その、感じづらいせいだって……」

「それ、相手が言ったの？」

「……」

　もう少しオブラートに包んだ言い方ではあったけれど、二年前に別れた最後の彼氏には暗にそんなことを言われた。

（あ……なんか思い出したら泣けてきた）

　まるで欠陥品のような目で見られて、腹立たしいよりも自分に対する情けなさとやり場のない悲しみの方が大きかった。別れ話をしたときのことを思い出して俯いていると、やがて小さなため息が聞こえた。

「……そんなの、これまで付き合ってきた相手が下手すぎただけだろ。こんなに感じやすい相手を感じさせられないなんて、一体どんな相手と付き合ってきたの」

「え……」

「まあいいや。じゃあ、これが初めてみたいなものだね。なら……怖さも忘れるくらい悦くしてあげる」

「あっ、ん！」

　乳首を弄っていた手の片方が私の頬に触れ、顔を横に向けさせられる。そのまま唇を奪われて、深く舌が絡んだ。唾液の混じり合う濡れた水音がいやらしく耳に響く。

「っん、は……っぁ、ぅん……っ！」

　口の中を犯されながら一緒に乳首も転がされる。頬に触れていた手も再び胸へ戻って、乳房全体をマッサージするように揉みしだかれた。

「んぁっ。んっ、んんぅっ」

　唇が塞がれているからくぐもった声しか出てこない。それでも快感に喘ぐ声であることはすぐに分かってしまって、唇が離れた合間で響介くんが小さく笑う。

「本当、感じやすすぎ……。今すごくやらしい顔してるの分かってる？」

「ふ……ぁ……？」

「酔っててよく分かってないか。……やっぱり可愛い。昔からそうだったけど」

（え？　今、昔から……って？）

　だめだ、頭の芯がぼんやりしてあまり思考が働かない。くたりと力の抜けてしまった私の体を、響介くんはゆっくりとベッドに横たわらせる。それから急に立ち上がるとベッドを降りどこかへ行ってしまった。

（どこ行くの……？）

　室内は空調管理がされているからこの姿でもあまり寒くはない。けれどベッドにひとり置いてきぼりにされた寂しさがあって、私は不安に思いながら響介くんの背中を視線で追った。彼はベッドから数歩離れたところで止まると、私の方を見て微笑む。

「そんな心配そうな顔しなくても、すぐに戻るよ。服が邪魔だっただけ」

　そう言いながら、響介くんは躊躇う様子なくスーツを脱いだ。上着をソファに放り投げ、ネクタイをほどく。やがて、シャツの下から覗いた引き締まった肉体に思わず鼓動が跳ねた。

　こうして直に彼の体を見るのは初めてだ。思っていたよりもしっかりとした体つきで、筋肉が綺麗についているのが分かる。男性らしい体つきに、つい視線が離せなくなってしまう。

　少しして、私と同じように無防備な姿になった響介くんが再びベッドへ戻ってくる。組み敷かれる体勢で上に乗られ、一気に頬が熱くなった。

「あ……」

（今更だけど、これって……やっぱりこのまま最後まで……シちゃうのかな。私が、響介くんと……？）

「……期待してるでしょ」

「っ！」

　くすりと笑いながら囁かれた言葉につい体が跳ねる。図星だった。ここまで来ても戸惑いはまだ大きいけれど、それよりもこれから起こることへの好奇心の方が強い。今私の頬に触れ、髪を撫でている大きな手がどんな風に私を溶かしていくのか――考えただけで体の奥が潤んでくる。

「いいよ、期待して。それ以上のことしてあげるから」

「ぁん……っ」

　軽いキスの後、響介くんが少し体をベッドの下の方へ下げた。まだつんと尖ったままの乳首に彼の息が当たる。

「ここも、指だけじゃ物足りないよね。もっといじめてあげないと」

「ひぁっ！　や、ぁああんっ！」

　舌先で乳首をつつかれ、ねっとりといやらしい動作で舐められる。指で刺激されていたときから敏感さを増していたそこは新たな刺激に悦び、強い快感を響かせた。舌を絡めながら強く吸われるとそれだけで腰が震えてくる。

「あっ、ああっ。はぁっ、あ……あぅんっ！」

（すごい、気持ちよすぎて痺れてるみたい……っ）

　前に資料室で触られたときも気持ちよかったけれど、今はそれ以上だ。もっと舐めてほしい、無意識の欲望から自然と胸を突き出すような体勢になってしまう。でも響介くんはぱっと口を乳首から離し愉しげに微笑んだ。

「あん……っ。やだ、やめないで……もっと……もっとぉ……っ」

「一気にしたらつまらないだろ。他のやり方でも気持ちよくしてあげる。焦らした分だけもっと悦くなれるから」

「ああ……っ！」

　両方の乳房を力強い手に掴まれ、左右別々の動きで揉まれる。唾液で濡れた乳首を指で刺激しながら全体を動かされ、さっきまでとはまた違う気持ちよさに喘ぎ声が溢れた。なんだか、胸全体が大きなひとつの性感帯になっている気分だ。

「んぁっ、はぁっ……あぁうっ！」

「舐められるのとこういう風にされるの、どっちの方がいい？」

「分かんな……っでも、気持ちいいの……っ！」

「そう。でも、これは俺がしてあげてるからだからね。他の奴がしても気持ちよくなれないよ。いい？」

「うん、うん……っ！」

「じゃあ、ちゃんと言って。俺にどこを触られて、どう思ってるって？」

　にっこりと微笑まれ、乳首をきゅっと摘まれる。考える間もなく、反射的に彼の言葉を復唱した。

「んぁ……っ。響介くんに……はあっ、響介くんにぃ……おっぱい触ら、れて……ぁんっ、す、ごく……気持ち、いぃ……っ」

「よく言えました」

「ひゃうっ」

　指先で軽く乳首を弾かれて、痺れるような甘さが全身に響く。与えられる快感ひとつひとつが積み重なって体内に大きな熱を灯す。

「ちゃんと素直に言えたから……こっちにもご褒美あげようかな」

「あ……っ」

　艶やかな笑みを浮かべ、響介くんが片方の手を下腹部へずらす。熱を持った私の太股を膝から足の付け根の方へゆっくりと撫で、やがて中心へ触れた。直接触られる前から既に瑞々しく潤ってしまっていたそこに、指が軽く埋まる。

「あ、あぁっ」

「もうびしょびしょだな。どんどん溢れてくる」

「やぁっ、そこ触られると……あっ、あんっ！」

　指が中央の敏感な部分を外して動く。わざと音が大きく上がるように指で上下にこすられて息が乱れた。

「あっあぁっ、はぁ……あぁんっ！」

「大きい声出して、そんなに気持ちいいの？　やらしいな」

　からかうように響介くんが笑う。けれどそう言う響介くんの息も大分荒かった。ごくりと唾液を飲み込む音がはっきりと聞こえる。ふたり分の荒い呼吸と濡れた水音が両方とも耳に響いて、興奮が一層煽られる。

「だ、って……はぁっ、指、きもち……っうぁ、ああっ」

「指だけでこんなに感じるなんて、この後もっとすごいことしたらどうなっちゃうのかな」

（すごいこと……これよりもっと気持ちよくなるの？　怖い、でも……早く味わってみたい）

　期待が押し寄せて体が震えた。思わずねだるように響介くんを見てしまって、視線の合った彼が満足そうに笑う。

「いいよ、してあげる。でもまだだめ。お楽しみは焦らしてからの方が愉しいからね。欲しくて欲しくてたまらなくなって、自分から挿れてほしいってねだるくらいになるまで、もっと悦くしてあげるよ。まずは手始めに――」

「ひぁっ！　あっんぁ、あ、あああぁ……っ！」

　それまでわざと外されていた敏感な中央の芯を指の腹でこすられて、あまりの快感に背中がのけぞる。目の前が明滅して、理解する間もなく絶頂に達してしまった。触れられている場所がぴくぴくと震えて腰が揺れる。治まらない快感にぐったりと力の抜けた私を響介くんが驚いたように見て、それから嬉しそうに笑った。

「少し触っただけだったのに、もうイったの？　まだこれからだったのに。でもまあ、いいよ。まだ何回でもイかせてあげるから」

　低く囁かれた言葉に、期待で肌が粟立つ。響介くんは一度体を起こし私の足の方へ移動した。そして私の両膝を持つと勢いよく開く。

「っ！　や、やだっ、恥ずかしい……っ！」

「これからもっとすごいことするんだから、今更だろ。……すごい、一度イったのにまだどんどん溢れてきてるじゃないか」

「いやぁ……見ない、で……っ」

　部屋の照明は点いたままだから、全てがはっきりと彼の目に晒されている。あの瞳に私の体全てが今見られてしまっているのだと思うととても恥ずかしくて――そして、とても興奮した。

「でも嫌じゃないんだろ？　乳首もここも勃ったままだ」

「ああぁ……っ」

　愛液を溢れさせるそこに顔が近づき、尖ったままの芯に軽く息を吹きかけられる。それだけでまた新たな快感が走って、奥から雫が滴ってくる。

「指で少し触っただけでイくなら……舐めてあげたらどんな風になるのか見せてよ」

「えっ、あ……はぁんっ！」

　返事をするより前に、熱い舌が触れた。溢れる愛液を舐め取るように舌を動かされて、たまらず声が漏れる。

「やっあっ、ああっ、ああんっ！」

「ん……っはあ。ねえ、指でされるのと舐められるの、どっちの方が好きなの」

「そ、なのどっちも気持ちよくて、分かんな……ああっ、そこ、いやぁっ！」

　感じすぎてきちんとした言葉も出てこない。思わず逃げそうになる私の腰をしっかりと押さえて、響介くんの舌が益々私の敏感な部分を責め立てる。

「逃げたら悦くできないよ。ほら、舐めてほしいのは……ここだよね」

「んぁっ！」

　一際敏感な芯を舐められて、またイきそうになってしまう。奥から溢れてくる愛液は量を増して零れそうなほどだけれど、肌を伝うよりも先に舐め取られてしまった。

（私の……響介くんに舐められて、感じちゃってる……っ）

「腰びくびくしてる……。またイきそう？　いいよ、イって。俺がイかせてあげる」

「あんっ、や……あぁっ！」

　ちゅっと芯を軽く吸われて、その刺激にあっけなくまた絶頂を迎えてしまった。もう二度イったというのに、体の中の熱は治まるどころか火照るばかりだ。だって、本当に欲しいところにはまだ全然触れてもらっていない。体の奥のもっと深いところにも触れて欲しいのに、これじゃなんだかおかしくなりそうだ。

「気持ちよかった？」

「う、ん。……でも、あの……もっと他の……ところも、触ってほしい……」

　縋るように伸ばした手を取られて、指に軽く口付けられる。意地悪さなど微塵もない優しい動作に鼓動が速く脈打った。

「他って、どこのこと？」

「わ……私の、中の……もっと奥も……」

「それって――ここのこと？」

「あっ。うん、そこ……そこの中……っ」

　指で軽く入り口のつぼみをつつかれて、息が乱れた。無意識に腰が浮き、触りやすい体勢を自分から取ってしまう。指に自分からつぼみをすり付けるように押し当てる私を、響介くんは愉しそうに見つめた。

「自分からそんな風にするなんて、本当やらしい。皆、君がそんな子だって知らないんだろうな。前の彼氏にもそんな風に自分からねだったりしたの」

「してない……っ。こんな恥ずかしいこと、できない……」

「じゃあ、今はどうしてしてるの？　そんな風に、物欲しそうに自分で動いちゃって」

　口調は意地悪だけれど、表情はなんだか優しい。恥ずかしさに顔を横に背けながらも、私は震える声で答える。

「だ、って……もっとしてほしい、から。響介くんの指で、もっと触って……もっと気持ちよくしてほしい……、……あっ」

　すり付けていたつぼみの中心に、指が軽く埋まった。まだほんの入口だけだというのに、のけぞるほどの快感が走った。

「あんっ、気持ちいい……っ！」

「こら、ひとりで盛り上がらないで。これじゃ俺の指を道具扱いされてるみたいでなんだか癪だな。悦くなるんなら、ちゃんと俺のやることでならなくちゃ。……ほら、どう？」

「あぁんっ！」

　一気に突き入れられて指が根本まで沈む。ここに何かが入るのは久しぶりだけれど、充分すぎるほどに濡れていたからほとんど痛みは感じなかった。待ち望んでいた感覚と物体に、ずっと疼いていた内部は悦んで絡みつく。

　狭い中で内壁をこすられ、外を愛撫されるのとは違う快感が腰に走る。入口から奥まで緩急をつけて動かされるとそれだけでももう体が跳ねて何も考えられなくなる。

「これならもう一本か二本、すぐに入りそうだな……」

　小さな呟きと共に指が増やされ、中でばらばらに動き始める。一本一本が別々に与えてくる刺激は強烈で、私は背中をのけぞらせて大きく喘いだ。

「はぁっ、あっ、やぁんっ！　そこ、だめっ。んあ、だめぇっ！」

　思わず口を突いて出てしまったけれど、本当はだめじゃない。それどころかもっともっとしてほしい。私の表面だけの嘘などお見通しなのか、響介くんの指は止まるどころか一層激しさを増した。

「あっあっ。イイっ、またイく、イっちゃう……っ！」

　びくっと体が震え、中の指を締め付けながら三度目の絶頂をしてしまう。でも、今回のそれはさっきまでとは違っていた。透明の液体が勢いよく溢れて、響介くんの指を濡らす。

（え……これって、もしかして……）

　話では聞いたことがあるけれど、これがもしかして潮をふく――ということなのか。驚きと恥ずかしさに真っ赤になった私に、響介くんが艶やかに笑う。

「これも初めて？」

「……うん」

「こんなに敏感な体を一度もイかせられなかった前の相手たちって、本当にどんなセックスしてたんだろうな」

　可笑しそうな彼の言葉に、益々顔が赤くなる。

（そういえば、今まではこんなに長く愛撫してくれる人っていなかったかも……。皆、すぐに挿れようとして、ろくに濡れてないままされてたから）

　セックスがこんなに気持ちのよいものだったなんて、二十七年生きてきてようやく知る事実だった。

「でもまだ満足しないで。お楽しみはこれからなんだから」

「あ……」

　指が引き抜かれて、響介くんの体が一旦離れる。一度ベッドを降りた彼はサイドテーブルから何かを取ってすぐに戻ってきた。振り向きこちらを向いた響介くんの体を見て、思わず目を見開いた。

（な、なんか……前見たときよりももっと大きい……!?）

　これから私の中に入るのだろう、熱い塊。前に間近で見たからその大きさはちゃんと理解している。していた、つもりだったのだけれど……。

　力強く勃ち上がったそれは先端に透明な雫を溢れさせていて、堂々と存在を示していた。さっきまで体の中にあった指とはまるで違う圧倒的な大きさに思わず腰が引け、けれど怖さを飲み込んでしまうほどの期待に無意識に喉が鳴った。

　取ってきたコンドームを付け、熱く堅い先端がつぼみの中心に押し当てられる。腰を抱え上げられて一気に楔を沈められた。

「ああっ、ん……っ！」

　広げられる感覚に一瞬呼吸が止まる。それでも潤んだ内壁は従順に昂ぶりを飲み込み、やがてぴったりとふたりの体が触れた。

「あ……ぁ、入って、る……」

　指だけではまだここまでの大きさに広がっていなかったのかぎゅうぎゅうと強く締め付けてしまう。でも少しそのままの体勢でいると、じきに馴染んできた。多少の違和感はあるけれど痛みは驚くほどにない。

「痛いものじゃないんだ……」

「いつも痛かった？」

「う、うん……」

「じゃあ、ちゃんとしたセックスをしてなかったんだな。動くよ？　身構えなくていいから、さっきと同じようにそのまま感じて」

「ああ……っ」

　ゆっくりと中で熱が動く。指よりもはっきりと感じる動く感覚に声が溢れた。探るような動きが徐々に大胆になり奥まで貫かれる。彼の動きに合わせるように自然と腰が揺れてもっと深い快感を貪ろうとする。

　どこかに掴まっていないと不安で両手でシーツを強く掴んでいると、響介くんが一旦動きを止め私の手に触れる。

「掴まるなら俺に掴まって」

　導かれるまま響介くんの肩に両手を移動させる。触れた箇所から感じる体温は熱く、しっとりと汗ばんでいた。

（響介くんも……気持ちいいって思ってくれてるかな）

　ふと心配になり、そっと彼を見上げる。さっきから私ばかりが気持ちよくなって、響介くんのことは気持ちよくしていない気がする。けれど、見上げた響介くんは切なげに眉を寄せ、頬を赤らめて荒い呼吸をついていた。艶やかな表情は色っぽいのと同時になんだか可愛くて、安堵するのと一緒に思わず体の内部がきゅんと疼いてしまった。

「……っ？　何……どうしたの」

「う、ううん。なんでもない……」

「そう。……危ない、イくかと思った……」

（……響介くんも感じてくれてるんだ）

　そう実感した途端、さっきよりも強く感じてしまう。腰を動かし甘い声を上げる私に、響介くんの唇からも短い喘ぎが漏れる。

「あぅっ、や、あぁんっ！　そこっ、すごいぃ……っ！　もっと……んっ、ああっ」

「っく、は……ぅっ。はぁ……っ」

　与えられる快感の全てに感じ肩に縋りつきながら腰を動かす。悦いところを何度も強く刺激されて、思わず指に力がこもってしまった。爪を立ててしまったようで響介くんの眉が一瞬寄る。

「あ……っ、ご、ごめんなさい！　痛かったよね」

「いや、大丈夫。ちょっと驚いただけ」

「ごめんね……」

「謝らなくていいから、もっと感じて。感じてるときの顔、すごく可愛い……」

「……っ！」

　甘く囁かれて体が跳ねる。ぞくりと肌が粟立ち、言葉にすらも感じてしまう。

「キスしていい？」

　そう訊ねられて考える間もなく頷いてしまった。近付いてきた唇が触れ、舌が絡まる。

「ん、ん……っぁう、んん……っ！」

　深いキスを重ねながら中を奥まで貫かれる。上と下両方から感じる気持ちよさに、キスをしていても喘ぎ声が溢れてしまった。

「ぁん……っきょ、すけくん。響介くん……っ！」

　彼の背中に腕を回し、抱き寄せる。近くなってより深く中を貫かれるようになり、目の前がまたちかちかと明滅し始める。

「やあっ、またイっちゃ……あっ、あぁんっ！」

　響介くんに縋り付き、近付いてくる絶頂に震える。と、耳元で小さく彼の呻きに次いで聞こえた言葉に思わず目を見開いた。

「……っ琴美……！」

（……えっ。今、私の名前……）

　名前なんて、パーティーのときにも呼ばれていたはずだ。それなのに、今のはそれまでとまるで違って聞こえた。低く艶やかな、〝男の人〟の声。

　どこか切なげな切羽詰まった声に煽られ、私は四度目の絶頂に達した。強い快感に思わず中を締め付けてしまい、体の奥で響介くんも果てたのをおぼろげに感じる。コンドーム越しにも熱い雫が吐き出されているのが分かる。その熱さをどこか遠くに思いながら、私は意識を手放した。






「……ん……」

　そうしてどのくらい経ったのか。目が覚めると、汗で汚れていたはずの体は既に綺麗に拭かれていてさっぱりとしていた。

（あれ……？　私、どうして……。そうだ、パーティーに来て、お酒に酔って……それから）

　それから、響介くん――早川さんとシてしまった。

「っ！」

　少し眠ったためか、思考力が戻っている。慌てて体を起こして室内を見回すと、ソファに座りスマートフォンを見ていた早川さんと視線が合った。

「ああ、起きた？」

「はい……あ、いえ、その……」

　赤くなればいいのか青くなればいいのか分からないまま、曖昧に頷く。早川さんは室内の時計を見上げた後再びこちらを向いた。

「君が意識を失って三十分くらいかな。もうすぐパーティーも終わる時間だからちょうどよかった。……とりあえず、服着る？」

「え……あっ！」

　うっかりしていた。まだ裸のままだったのを思い出して、慌ててシーツを胸の上まで手繰り上げる。

「その様子だともう酔いも醒めてるみたいだな。どのくらいまで覚えてる？」

「あ……えっと」

（正直、最初から最後まで全部覚えてるんだけど……）

「状態を見ればなんとなく分かると思うけど、大槻さんが考えてるままの状態だよ。どういう流れであれ、俺が君にしたことは正しいこととは言えないし、何の言い訳もできない」

「え？」

「俺のことを許せないって思うのも当然のことだし、君の望むようにしていいよ。この関係を解消したいと思うならそれにも従う」

「え、っと……あの……」

　なんだろう。いつもの態度とは随分違う。

（それって、暗に私と寝たのを後悔してるから私の方から終わりにして欲しいってこと……なのかな？　でも、そういうのとも何か違うような……？）

　いまいち意図が掴みきれない。私は少しの躊躇いの後、恐る恐る口を開いた。

「いや……その、こういうことになったのは別に早川さんのせいだけじゃないですし。わ……私も受け入れてたわけだし。それに……あの、全部覚えてます」

「え？　……全部？」

「えっと……はい」

　しばしの沈黙の後、早川さんが立ち上がる。そのままベッドまで来ると端に腰を下ろした。

「俺としたこととか、話した内容とか全部？」

「えっと、まあ……。正直、酔いは結構早めに醒めてたから……」

「……じゃあ、どうして抵抗しなかったの」

「え……」

　急に訊ねられて言葉に詰まる。抵抗できるほどの体力がなかったというのも確かだったけれど……多分あのときは、抵抗しようという気持ちもあまり湧いていなかったように思う。

「それは……多分、嫌じゃなかったから、だと思います……」

「……確認しておくけど、本当に今はもう酔ってないんだよね」

　念を押すような言葉に頷けば、肩に早川さんの手が触れた。そのまま距離を詰められ、顔が近付く。

「それなら……キスしてもいい？」

「え……っ。は、早川さ――」

「違う。さっきみたいに呼んで」

「……っ。……き、響介くん……んっ」

　ゆっくりと唇が触れる。触れる程度のキスの後、徐々に重なりが深くなる。

「ん……は、ぁ……」

「……明日が日曜でよかった」

「え……？」

「このまま君のことを帰せそうにない。……船を降りたら、そのまま一緒に俺の家に来て」

「……！」

（家にって、それは……もしかして、また……？）

　またさっきと同じようなことをするのだろうか。度重なる絶頂の余韻で気怠い体は重かったけれど、体内では期待に熱が炎を灯し体の奥を疼かせ始めていた。さっきの快感を、貫かれる感覚を、体の中を動く熱く太い昂ぶりの存在を――体がもっと感じたいと叫んでいる。

「悪いけど、嫌がっても今は聞けない。……いいよね、琴美」

　こんなときに、そんな声で名前を呼ぶのは反則だ。そんなことをされたら首を振れるわけがない。操られるように頷いてしまった私に、もう一度深いキスが落ちた。

















第六章












　――その日から、課長室で行っていたふたりだけの秘密の〝残業〟は彼の部屋に場所を変え行われるようになった。終業後毎日のように行われるそれは、社内でしていたときのものよりも数倍も過激で――濃厚だった。

　昼間あんなに精力的に仕事に勤しんでいるというのに、夜は夜でこんなにも元気なのだから彼の体力には驚かされるばかりだった。今夜もまもなく日付平行線を迎える頃だというのに、まだ終わる気配はない。

「あっ、ああっ。は……あぁんっ！　響介く……深、い……っ！」

　彼の上にまたがり、必死で腰を上下に動かす。動きを止めようにも両手で腰を押さえられ揺さぶられているからやめられないのだ。体勢のためかいつもよりも深く奥を刺激されて、気持ちよさが全身を貫く。

「でもここに当てるの好きでしょ。反応が他のところと全然違う」

　にやりと笑う響介くんの言葉は正しくて、見透かされた恥ずかしさに強く目を瞑る。きっと私の体のことを今最もよく知っているのは彼だ。持ち主である私自身よりももっと詳しいに違いない。どこをどう触れれば悦ぶか、どこをどんな風に舐められ弄られればイってしまうのか――他の誰も知らないことを、彼だけが知っている。

「あっあっ、やっ、あぅっ」

「またイきそう？　……最初も敏感だったけど、最近さらに感じやすくなってるよね」

「あぁんっ。だ……だってそれは……あっ、響介くんが……いっぱいするから……ぁ、やんっ」

　そう、最初の課長室の頃の触れられることの躊躇いはどこへやら。今では触れられるだけで体が火照るようになってしまった。初めて最後までした日から約一ヶ月、既にどれだけ体を重ねたか分からない。

（するたびに響介くんに色々されて開発されてたら……どこも感じられるようになっちゃった）

　とはいえ、相手は彼限定だ。それ以外の人に触れられるなんて――想像もできない。すっかり彼の形に慣らされてしまった体では、今更他の人となんて考えられなかった。

「そう、俺がしっかり教えたからね。悦くなる方法をたっぷり……だから気持ちいいだろ？」

　中に入っている昂ぶりが抜けてしまうのではないかと思うほど腰を高く上げられて、それから一気に根本まで貫かれる。内壁を強くこすられて、声が一層甘さを増した。

「んあぁっ！　うん、うん……っ気持ちいぃ……っ！　あっ、あ……あっ！」

　そろそろ限界だ。背中を反らせ腰を動かす私を、不意に響介くんが止めた。もう少しのところで寸止めをされて、物足りなさに全身が疼く。じわりと涙が滲み、恨めしげに響介くんを見る。

「や……っ、なんで……っ。もうイきたいのに……イかせてぇ……っ！」

「泣かなくてもちゃんとイかせてあげるよ。でも、イくならこっちの体勢でね。じゃないと、君のイく顔が遠くて見づらいから」

「え……ひゃうっ!?」

　繋がったまま響介くんが体を起こす。あぐらを掻いた彼の上に座らされ、向かい合う形で唇を塞がれた。

「んん……ぁう、ん……っ」

「……っはあ。それに、この近さじゃないとキスもしづらいし……こっちも可愛がってあげられないしね」

「ひぁっ！　あ、あんっ」

　乳首を摘まれ刺激される。中を貫かれている間は少しの間放っておいておかれていたから、再び与えられた快感により感じてしまう。

「乳首を弄られるのとこっちをこすられるの、どっちが好き？」

「やぁっ！」

　乳首を刺激されたまま、もう片方の手の指で、繋がった箇所の上にある敏感な芯をこすられる。一度に色々な場所から与えられる快感はあまりに強烈で、無意識に涙を滲ませながら首を振った。

「だめっ、両方しちゃ……ぁんっ、だめぇっ」

「琴美のだめは〝して〟だよね。じゃあ、もっとしてあげる」

「ああぁっ！」

　こんなに一気に悦くされたらおかしくなってしまいそうだ。それなのに、響介くんはさらに要求をしてくる。

「こっちは俺がしてあげるから、中は琴美が動かして。さっき上に乗ってたときみたいに自分で。できるだろ？」

「や……っ、そ、んな……っ！」

　響介くんの手に弄られている部分だけでもいっぱいいっぱいなのに、さらに中まで刺激されるなんて。考えただけでも気持ちよすぎて怖い。躊躇う私に響介くんが少し意地悪な顔で笑う。

「できないの？　でも、これじゃ君は気持ちよくても俺はお預けみたいなものだよ。……してくれるよね？」

　問いかける口調ではあるけれど、実質命令のようなものだ。私に拒否する権限はない。けれど、それは最初のような〝誠意〟での脅迫ではなく――。

（……好き、だから。こんな風にお願いされたら、断れない……）

　小さく息を飲み覚悟を決める。ゆっくりと腰を上げてから昂ぶりを飲み込むと響介くんの唇から短い吐息が漏れた。

「……っん、そう……イイ……。もっと動いて……そう……くっ……」

（あ……大きくなった……）

　こうして自分の中で響介くんの熱が大きくなるときが好きだ。私との行為に感じてくれていることが分かって嬉しいし、それになんだか可愛い。こうなるともっと悦んでほしくて恥ずかしさも忘れて色々としてあげたくなる。

（これも……もしかしたら調教された結果なのかな？　でも……）

　それでも、自分の意志で彼を気持ちよくしたいと思っている。もっと感じて……もっと私の中で快感に溺れてほしい。

（自分がこんな風に思うなんて、想像もしてなかったな）

　再会した当初は、かつて自分のしてしまった過去を目の前に突きつけられているようで苦しかった。でも今は、こうして触れ合っているだけでとてつもなく幸せだ。

　響介くんの肩を掴み、一生懸命腰を動かす。乳首を舐められながらびしょびしょに濡れた中の尖った芯を刺激されると、息が上がって一際高い声が出た。

「あんっあんっ！　ああっ、だめ……もう、イっちゃう……っ！」

「っ俺も……イく……っ！」

　びくんと体が震え、足の爪先まで力がこもる。ほぼ同時に中で昂ぶりが熱を放った。もちろんコンドームは装着しているから体の中には出されないのだけれど……最近、こっそりそれを残念に思うようになってしまっているのは響介くんには秘密だ。

（もし直接中で出してもらえたら……どんな気持ちよさなのかな）

　想像すると中がまた疼いてしまう。でもさすがにそれは言い出せなくて、私は快感の余韻を味わいながらそっと彼にもたれ掛かった。

　シャワーを浴びた後はパジャマを着て再びベッドに戻る。もう終電はとうに終わってしまっている。タクシーを使えばまだ帰れなくもないけれど、遅くなった夜はこうして泊まってしまっているのが最近の常になっている。

（パジャマも歯ブラシもなんとなく私の分も置いておくようになっちゃったし……これでいいのかな）

　これではまるで半同棲状態だ。とはいえ、行為の後同じこのベッドの上で響介くんに髪を撫でられながら眠るのは心地よくて、もうやめようとは言い出せなかった。

（でも……考えてみれば、私たちお互いにまだ一度も『好き』とかそういうこと言ったことないんだよね）

　こうして毎晩のように体を重ねているし、お互いの態度を見ても期待はできると思う。けれど――はっきりとした結論はまだ出ていない。だから何度体を重ねようとも、何度彼の手に感じさせられて達しようとも、関係としてはまだニセモノの恋人関係、というだけなのだ。

（いや、むしろ今の状態ってセフレ……？　どっちにしてもあんまりよくないな）

　それならいっそちゃんと伝えて響介くんの気持ちを確認すればいいのだけれど、いざ話そうとするとどうも緊張してしまう。それに、もし……もしも彼にそんなつもりがなく、これも最初の通り〝誠意〟の内の一部に過ぎなかったとしたら。そう考えるとつい怖じ気づいてしまった。

　このままでよくないのは分かっている。既に何度したか分からない決心を固め、私は横になったまま彼の方を見る。

「あの……響介くん」

「ん……何……？」

（あ、眠そう。なんか可愛い……ってそうじゃなくて！）

　一度決心したのだ、ここで挫けてはいつもと同じになってしまう。めげずにもう一度口を開こうとしたけれど、私が話をするより前に響介くんの方が言葉を発した。

「そうだ、伝え忘れてたけど……俺、来週から半年間海外に行くことになった」

「へえ、半年間……えっ!?　海外って……ええっ!?　でも会社は？」

「その間は誰かに課長代理に立ってもらうことになるかな。行きたくはないけど、父に言われて断れなくて」

「そ……うなんだ……」

　随分急な話だ。今しようとしていた話よりもよほど衝撃的な内容に、言葉が出てこなかった。しばし考え込んでいると、やがて隣から小さく寝息が聞こえてくる。眠っているときでさえ整った彼の顔を見つめながら、私は深く息をついた。






　そして予定通り、翌週から響介くんは海外へ発ってしまった。なんでも新規事業の出展先の視察に行ったらしい。目の保養となる存在がいなくなり残された女性社員の嘆きは大きかったものの、業務に大きな混乱は起きなかった。

　ほぼ毎日抱かれていた体は時折寂しさを覚えたけれど、たまに送られてくるメールにどうにか抑えることができた。少しずつ響介くんのいない日常にも慣れてくる。と、彼と離れて数ヶ月ほど経ったある日、社内をある噂が駆け巡った。

「ちょっと琴美、聞いた!?　早川さんの彼女の話！」

「えっ!?」

　出社するなり勢いよく駆け寄ってきた同期の言葉に思わずびくつく。一瞬自分のことがばれたのかと身構えたけれど、どうやら違うようだった。

「前に早川さんの彼女が誰なのかってちょっと噂になってたじゃない。それがついに判明したらしいのよ」

（え？　どういうこと？）

　よく意味が分からない。内心首を傾げながら、同期の次の言葉を待つ。

「ほら、うちの大きい取引先に××株式会社ってあるでしょ？」

　その会社は、古くから早川財閥の所有企業と関係の深い大手企業だった。早川財閥と同じく様々な事業に手広く事業を進め、世界的に有名な企業だ。

「そこの社長令嬢がどうやらお相手らしいんだ。早川財閥の御曹司と婚約した、なんてニュースが週刊誌に出ててさ。はあ、やっぱりお金持ちはお金持ちとくっつくんだねえ」

「え……っ」

（社長令嬢？　婚約？　そんなの、私一度も聞いてない……）

　頭の中が真っ白になって、同期の言葉が遠くに聞こえる。その後どう答えていたのか、気が付くと自分のデスクに座っていた。スマートフォンを取り出し、心なしか震えてしまっている指でさっき同期に聞いた内容を検索する。すると、確かに彼女が言っていたとおりのニュースが出てきた。そんなに大々的なニュースではないものの、確かに早川財閥の御曹司と婚約間近――と書いてある。

　続けて社長令嬢の名前を検索すると、今度は色々な検索結果が洪水のように溢れてきた。曰く、かつて雑誌モデルもしていた美人らしく、名門大学に在籍していた学生時代は何度もその大学のミスキャンパスに選ばれていたそうだ。しかも美しいだけでなく、頭が良く数カ国語も堪能……と、あまりの才能の恵まれぶりになんだか羨む気すら起きなくなる人だった。

（確かに……この人なら響介くんの隣にいても全然違和感がない……というか、完全にお似合いだ）

　彼女ならこの前のようなパーティーにもきっと馴染めるのだろう。それどころか、主役にすらなれるはずだ。あの奏さんのように。

（でも、もしこれが本当なら響介くんはなんで私に何も言ってくれなかったんだろう。こんな大事なことなら話してくれて当然のはず……）

　そこまで考えて、自分の思い上がりに気づく。当然だなんて、そんなわけがない。だって私と彼は――何でもない。何度寝たところで、直接的な関係性は曖昧なまま来てしまった。もしかしたら彼も私を好きになってくれているかもしれないなんて期待めいた楽観性で思っていたけれど、実際はただ性欲を発散するのにちょうどいい相手だったから傍に置いてくれていただけかもしれない。

（ううん、響介くんはそういう人じゃない。だけど……）

　考えれば考えるほどネガティブな方向に頭が行ってしまう。涙が出そうで慌てて目をこすり、逃げるようにオフィスを出た。

　結局その日は仕事に集中できずミスばかりしてしまった。先輩に叱られ憂鬱な気分のまま家へ帰る。電車に乗っている間も考えるのは響介くんのことばかりだった。

「メール……してみようかな。ちゃんと本当かどうか聞いて……。でもこの前のメールですごく仕事が忙しそうだったし、連絡するのも申し訳ないかな……」

　なんだかんだと言い訳を考えてしまうのは、結局のところ怖いからだ。はっきりと聞いてもし彼に肯定されてしまったら――今の関係はもう終わってしまう。あの温もりがこのまま一生なくなってしまうのが怖くて、メールを打つ手が動かなかった。

　また涙が浮かんで、スマートフォンを握りしめたままぎゅっと目を瞑る。と、不意に手の中に着信音が鳴った。まさかと思い慌てて通話ボタンを押すと、聞こえてきたのは期待していた人の声ではなかった。

〝もしもし、琴美？　お母さん！　今大丈夫？〟

「なんだ、お母さん。どうしたの？」

〝あのね、今お父さんが……！〟

「っお父さんがどうしたの!?」

　母の慌てように私もつられて焦る。次いで聞こえてきた言葉に、私は顔を青ざめさせた。
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「お父さん、具合大分よくなってきたね。顔色が二ヶ月前と全然違うもん」

　病室の花瓶に花を生けながら、ベッドに横たわる父に微笑む。急に倒れて意識を失ったと聞いたときは一体どうなることかと心配したけれど、幸い母がすぐ側にいたことで発見が早かったのとその後の処置が迅速だったことで後遺症なども残らないとのことだった。

　祖父母と両親で回していた店は、祖父母の足腰が弱ってきたこともあり最近は両親だけで切り盛りしていたそうだ。こんなことになってもちろん祖父母は復帰したが、以前ほどの戦力にはなれない。母と祖父母だけで店を営業するのは辛いということで、今は会社を休職させてもらい地元に戻って店の手伝いをしながらこうして父の見舞いに来ている。

「悪いなあ、琴美。忙しかったんだろうに、こんなに長く戻ってきてもらって」

「気にしないでよ。私の仕事は誰かに変わってもらえるけど、うちのお店はそうもいかないんだから」

　小さなお店とはいえ、古くから地元で営業する家族の大切な場所だ。そこを閉めてしまうわけにはいかない。……とはいえ、そろそろこれからの身の振り方を考えなければいけないところではあった。あまり長く休んで職場に迷惑をかけてしまうのは悪い。

　この先父が予定通り退院できたとしても、以前のように店に立てるようになるかはこれからの様子見だ。そうなると、万が一を考え私が仕事を辞めて地元に戻って来た方が安心かもしれない。

（お店の手伝いをして実家に住めばとりあえず生活はできるし、お母さんたちも安心できるだろうし……。それに、久しぶりに帰ってきたけどやっぱりこっちは落ち着く）

　大学入学と同時に上京したから、東京ではそう短くない年月生活していたはずだ。けれど周囲に溢れる緑や稲穂の中を流れる風は心地よく、あちらにいたときよりも楽に呼吸ができる。

（それに……こっちにいるとお店の忙しさで響介くんのことを考える時間が少なくて済む）

　時折耐えきれずに泣いてしまうこともあるけれど、このまま会社を辞めて東京を離れればいつか思い出として忘れていけるかもしれない。こちらで誰か他にいい相手を見つけて一生骨を埋めてしまえば……彼との時間は短い夢のように思えるかもしれない。

「琴美、うちの心配はしなくていいからな。お前の好きなようにしていいから。店なら俺と母さんでちゃんとやるから、我慢しなくていいんだぞ」

「……うん。ありがとう、お父さん。もう少し考えてみるね」

　また明日、と手を振って病院を出る。西の空が夕焼けに沈み始めている――もう冬も間近だ。

（そういえば……そろそろ響介くん、日本に戻ってくる頃かな）

　あれからも時折メールや着信はあった。でもその全てを私は無視してしまっていた。そこに書いてある言葉を見るのが、彼と通話をするのが怖くてたまらなかったのだ。

「怒ってるかな。それとも、もう婚約者がいるからむしろ好都合って思ってるかな。……逢いたい」

　思わず本音が漏れてしまって、ぎゅっと唇を噛む。軽く首を振り、家までの道を歩き出す。病院からの帰り道の途中には、かつて通った小学校があった。

「懐かしい。……ここの道を、響介くんの荷物を取り上げて逃げたりしたな」

　思い出す内容がどうにもひどく、懐かしむより情けなくなる。そんな相手と東京で再会して、少しの間とはいえ体を重ねる仲になるとは思いもしなかった。

　子どもの頃は長く感じた小学校から自宅への道も、大人になった今では短かった。自宅の前を通り過ぎ、そのまま丘の上へ向かう。大きなお屋敷として地元でも有名だった建物はもう数年前に取り壊されてしまったそうで、今は更地のままだ。広い地面に西日が当たり、なんだか物悲しい。

「……寒くなってきた。そろそろ帰ろう」

　ここにいても、もう何もない。再び家へ向かいかけて、向かい側から坂を上ってくる人影に気づいた。相手は私に気づくと軽く片手を上げる。

「よう、大槻。何やってんだ？　こんな所でひとりで」

　相手は小中高と地元で一緒だった幼なじみだ。実家の三軒隣の家に住んでいて、今は実家の農業を継いでいるらしい。こちらに戻ってきていちばん最初に出会ったかつての友人だ。

「別に、もう帰るところ」

「そっか。親父さんの具合どうだった？　そろそろ退院なんだっけ？」

「うん。来週くらいには退院できるんじゃないかって、先生が言ってた」

「よかったな。やっぱり店には親父さんの姿がないとどうも締まらねえよ」

「ふふ、ありがと。それ聞いたらお父さんも喜ぶと思う」

「おう。……あ、っと。なあ大槻、今度暇な日あるか」

「え？　うーん、平日なら多分……なんで？」

「いや、さ。それなら、一緒にどっか行かないか？　ほら、お前こっち戻ってきてから実家の手伝いと親父さんの見舞いでほとんど休んでないだろ？　だから……」

「え……」

　幼なじみからの思いがけない誘いに驚いてしまう。私を見つめる彼の瞳に見える感情は自意識過剰から来るただの勘違いだろうか。

「あ……え、っと。ありがとう。じゃあ……考えておく、ね」

「ああ。……じゃな、また」

　お互いにどこかぎこちなく手を振り合い、逆方向に別れる。

（……これもいいのかも）

　こういう道もある。そしてきっと、こちらの方が私には似合った道なのだろう。

（土台、最初から無理だったよ。響介くんは早川財閥の社長の息子で……そもそも私がいじめちゃってた相手だもん。話しかけてくれて嬉しかったって響介くんは言ってくれたけど……）

　忘れた方がいい――忘れるべき相手だ。これ以上は考えちゃいけない。俯いてゆっくりと坂を下る。そして途中の神社の角を曲がり実家がある方向へ向かおうとしたところで――不意に腕を捕まれた。

「!?」

　腕は神社の暗がりから伸びていた。夕暮れの暗さもあり、咄嗟には人を判断できない。けれど、次いで私の名前を呼んだ声に私は瞳を見開いた。

「響介くん……!?」

「……やっと見つけた」

　強く腕を掴んだまま近付いてきたのは、やっぱり響介くんだった。でもまだ海外にいるはずの彼がどうしてここにいるのだろう。状況が理解できない私の疑問を察したのか彼が口を開く。

「半年の予定が、少しだけ早く帰れたんだ。なのに、出社してみたら君はいなくて、休職して地元に帰ったって聞いた。……お父さんが倒れたって、どうして言ってくれなかったんだ。電話もメールも全然繋がらないし、何かあったのかってすごく心配した」

「……」

　今、響介くんの顔を見たくはなかった。だって見たら――せっかく抑えようとしていた気持ちがまた溢れてしまう。顔を見られず俯いたままの私に、響介くんが苛立った様子で声を荒らげる。

「それとも、俺と連絡を取りたくなくなった？　他に好きな相手ができたの」

「え？　違――」

「本当に？」

「痛……っ」

　腕を掴む手に少し力がこもり、また一歩距離が詰められる。こちらを見る響介くんのまなざしはなんだかとても冷たく見えた。

「さっき話してた奴がそう？　仲良さそうだったよね」

「っ見てたの!?」

「たまたま見えたんだよ。君を捜してたら、坂の向こうに姿が見えて。障害物が何もないから嫌でも君たちが話してるのが見えた」

「……」

　別に悪いことをしていたわけじゃない。それなのになんだか責められている気分になる。少し腹が立ってきて、私は腕を掴む手を振り払い彼を睨む。

「別に私が誰と話してても……あなたには関係ないじゃない」

「関係ある。君が他の男と話してるのを見て、俺が気分いいわけないだろ」

「何よそれ、勝手なこと言わないで。そもそも、先に他の相手を作ったのはそっちでしょ。私ばっかり責めるようなことしないでよ！」

「は？　他の相手？」

　怪訝そうに首を傾げた響介くんに、はっと口を噤む。つい勢いに任せて言わなくていいことまで言ってしまった。思わず逃げ出そうとした私の腕を、彼が再び掴んで引き寄せる。

「待って。それ、一体何の話だ？」

「……」

「琴美。言って、ちゃんと話さないと分からない」

　真剣なまなざしで見つめられ、涙が浮かんでくる。でもここで泣いたら負けのような気がして、ぐっと涙をこらえて言葉を紡ぐ。

「……婚約、したんでしょ。××会社の社長の娘さんと」

「え？」

「とぼけなくてもいいよ。ニュースで見たもの。本人が認めてるのも見たし」

　彼女本人が早川財閥の御曹司との婚約を直接認めたという記事も見たのだから、今更言い逃れはできないだろう。唇を噛み横を向いた私に、響介くんは少しの間沈黙した。

　けれど肯定の言葉の代わりに聞こえてきたのは深いため息だった。

「……君が俺に何も言わずに地元に帰った理由が分かった気がする」

「え？　……ちょっ、あ……！」

　突然抱き寄せられ、そのまま唇を奪われる。久々の感触に思わずまぶたを閉じてしまいそうになって、慌てて両手で彼の胸を押す。

「や、やだっ！　婚約者がいるのにこんなことしないでよ！」

「俺の婚約者じゃない」

「へ？　だって、でも……」

「話してなかったっけ？　うちには俺以外にも男兄弟がいるって」

「え……」

　そういえば、と前にパーティーで奏さんと話したことを思い出す。

（あれ、奏さんなんて言ってたっけ。確か――）

　――あとは私の上にもうひとり兄がいるんだけど、その人も仕事一筋！　って感じの人でさー。今日も仕事が忙しいからってひとりだけ欠席だし。ちょっと難しい性格の人だから相手もいなくて、結婚は縁遠そうだしね。

（……そんなことを言っていた気がする）

「え、っと。それじゃあ、婚約したのは――いちばん上のお兄さん？」

「そう。あの兄貴が無事に結婚できるなんてって両親は大喜びだよ」

　それはおめでたいことだ。でも、ということはつまり――私が完全にひとりで誤解して、ひとりで悩んでいたわけか。

（……は、恥ずかしい……っ）

　なまじ、少し前までドラマの登場人物のような気分で感傷的になってしまっていたから、真実が分かった今では余計に恥ずかしい。夕暮れの中でもはっきり分かりそうなほど顔を真っ赤に染めた私に、響介くんが再びため息をつく。

「そんな誤解するくらいなら、最初から俺に聞いてくれればよかったのに」

「き、聞こうと思ったけど……怖くて」

「確認もしないでいきなりそのまま俺の前からいなくなろうとする方が、俺にとっては怖いよ。……でも、それってさ」

　一度離れた距離を再び詰められて、顔が近付く。響介くんの顔に嬉しそうな笑顔が浮かんだ。

「それって、嫉妬してくれたって思っていいんだよね？」

「あ……っ」

　また唇が近づき、キスされた。でも今度は抵抗する気にはなれず抱きしめてくれる腕に身を任せた。舌を絡めるキスを何度かして、ゆっくりと唇が離れる。

「……ほぼ半年ぶりだ。こんなのじゃ全然足りない」

「えっ。こ、こんな所じゃだめだからね!?」

　体をまさぐられてつい頬が赤くなる。薄暗くて人目につきにくいとは言え、ここは外だ。こんな場所で、しかも実家のすぐ近くで何かよからぬことをされてしまったら大問題だ。

「じゃあここじゃない所ならいいってこと？」

「そういうことじゃな……ゃんっ」

　だめだと思っているのに、腰を撫でられてつい声が出てしまった。慌てて口を押さえ素早く周囲を見回したけれど、幸い人の気配はなかった。

（よ……よかった）

「……あ」

「え？」

　ふと聞こえた響介くんの呟きに視線を向ける。彼の見つめる方向を同じように見れば、さっき分かれた幼なじみが再び坂を下って来ていた。こんな姿――男の人に抱きしめられているのを見られるのは、なんだか気まずい。慌てて茂みに隠れようと響介くんを押したものの、彼は挑戦的に笑って幼なじみが近付いてくるのを見ている。

「だめ、隠れようよ！」

「どうして。見られて困ることはないだろ」

「そうだけど、気まずいから！　お願い、私が気まずくなるの！」

「なら、琴美からキスして」

「ええっ？」

　幼なじみはどんどん近付いてくる。もう少しでこの神社のすぐ前を通ってしまう。悩んでいる暇はないと急いで伸び上がりキスをすると、抱きしめられたまま茂みの陰に入る。幼なじみはこちらの存在には気づかずそのまま行ってしまった。

「よかった……」

「別に見られてもよかったのに。好きな相手に他の相手がいるって分かれば諦めるだろ」

「他の……」

　そうだ。婚約者のことは分かっても、結局自分たちの関係が一体何なのかはまだきちんと確かめていない。聞くのなら今がチャンスだ。唾液を飲み込み、覚悟を決めて勢いよく切り出す。

「あのっ！　それは……私たち、付き合ってるってことでいいの!?」

　緊張のあまり声が上擦る。それでもどうにか言葉を絞り出した私に、響介くんはきょとんとした顔をした。驚いている……っというよりは、呆れている感じだ。

「……それ、本気で聞いてるの」

「えっ。じゃあ、やっぱり付き合ってないの？　ただのセフレ？」

「いや、そうじゃなくて。今更そんな基本的なこと聞かれるとは思ってなかったな……。確かに俺もちゃんと言ってなかった気がするけど、でもあのパーティーの夜時点でそういう意味合いのことは言ってたような……」

　響介くんは珍しく戸惑った様子で小さく独り言を呟く。でも彼を見つめる私の顔が心配そうにしていたからか、独り言をやめて微笑んだ。

「俺としては、あのパーティーの後時点でちゃんと恋人として付き合ってるつもりだったけど。だめだった？」

「っ！　じゃあ、その……ニセモノの彼女じゃなくて、本物、なの？」

「そう。だって、本物で本命じゃなければあんなに大事にしないよ。それとも、琴美はそういう相手じゃなくても寝たり触られて感じたりするの？」

「し、しないよ！　私だって……ちゃんとそういう相手じゃなきゃ……」

「だろ。俺も一緒」

　そう微笑まれて一層強く抱きしめられても、いまいち信じられない。それでもまたキスをされるとようやくじわじわと実感が湧いてきた。

「よかったあ……。好きなの、私だけだったらどうしようって思ってた……」

「琴美が俺を好きなのは見てて丸分かりだったけどね。でも、ちゃんと言葉にしてくれないから俺だって少し不安だったよ。……ねえ、さっきのもう一度言って」

（さっき？　……あ）

　響介くんの求めている言葉が分かって、小さく息を飲む。そして大きく深呼吸してから、ゆっくりとその言葉を告げた。

「……響介くんが好き。大好き……です」

「うん、俺も。好きだよ――子どもの頃から、ずっと好きだった」

　どちらからともなく唇が触れる。キスはこれまで何回もしてきたはずなのに、今がいちばんどきどきしている気がする。唇が離れてからなんだかまっすぐに響介くんが見られなくて俯いたまま視線を逸らす。と、冷たい風が吹いて思わずくしゃみが出た。

「くしゅっ。……そろそろ帰らないと、真っ暗になっちゃう」

「そういえば、この辺りって冬は大分寒かったな。半年くらいしかいられなかったからあまり覚えてなかった」

「響介くんはこの後どうするの？　また東京に帰るの」

「仕事もあるし、明日の午後には一旦戻るよ。でも、今夜はこっちに泊まる。ここに来る前にホテルで部屋を予約してきた」

「そうなんだ」

（もう少し一緒にいたいけど……そういうわけにもいかないよね）

　ほんの少し前まではもう一生逢わない方がいいとさえ思っていたのに、いざこうして側にいて触れてしまうと離れがたくなってしまうのだから現金なものだ。ずっとくっついたままだと離れるのが辛くなるからとそっと体を離した私に、響介くんは意味深に洗う。

「うん。だから、琴美も早く準備してきて。一泊だけでも女性は何かと必要なんだろ？」

「えっ、私も行くの？」

　家がすぐ近くにあるのにホテルに泊まるなんて。けれど驚く私に当然とばかりに響介くんが頷く。

「もちろん。だって半年も君に触ってないんだ、そろそろおかしくなる」

「……っ！」

　照れる様子もなく告げられた言葉に、こちらの方が照れてしまう。そんな私の反応を楽しむように、響介くんがさらに笑みを深めた。






　家に帰り、母に外泊することを伝えた後大急ぎで部屋に戻って準備をする。響介くんのことを知られる前に急いで出てしまおうと慌てて準備を終えたものの、目敏い母は門の外で待っていた彼を素早く見つけたようで私が玄関に向かった頃には既にそこで談笑していた。

「あらあ、じゃあ琴美が今日外泊するって言ってたのはそういうことなのね」

「すみません、おかあさん。一晩お嬢さんをお借りしていきます」

「やーだ、いいわよ。一晩と言わず二晩でもいくらでも借りてって！　どうせもらい手もない子なんだから」

「お、お母さん！　何やってるの」

「あんたこそ何やってんのよ、もう寒いのに外なんかで待たせて！　本当は居間にでも案内してあげなきゃいけないっていうのに」

「いえ、俺が勝手に外で待たせていただいていたので」

「ごめんなさいねえ、気の利かない娘で。こんな子だけど、どうぞ末永くお願いします」

「お母さんっ！　もう、行ってきますっ！」

　これ以上ここにいたら母の話の種になってしまう。荷物を抱え、響介くんの手を引いて逃げるように家を飛び出す。

「お父さんにはまだ内緒にしておいてあげるからねー。琴美、楽しんできなさいよー！」

　明らかに面白がっている様子の母の言葉に見送られながら、私たちはそのまま響介くんが車を停めているコインパーキングへ駆け出した。

















第七章












　ホテルの部屋に入るなり抱きしめられる。シャワーを浴びる間もなく、そのままベッドに押し倒された。何度も触れられて馴染んだ体は、すぐに感覚を思い出して期待に震える。

「久しぶりで手加減できないと思う。覚悟しておいて」

「あっ、ぁん……っ！」

　性急に服の裾から手を差し入れられ、体をまさぐられる。その最中も舌で口の内部を犯され、体はすぐに潤った。上着とブラジャーを一緒にめくられ、弱い胸を指と舌で弄られる。

「半年間触れなくて辛かった。……琴美は？」

「っん……私も……あぁっ」

　思い出したら却って辛いと思って考えないようにしていたけれど、ひとり寝の夜は時々この手の動きを思い出してしまっていた。火照る体を抱きしめてしばらく悶々と過ごした夜もいくつもある。でも、今私に触れている手は本当に現実だ。

「触って……外も、中も。全部響介くんでいっぱいにして……っ」

「琴美……っ！」

　胸を愛撫されながら太股も撫でられる。めくれたスカートから見えるタイツ越しの下着は、期待を表すようにしっとりと濡れた跡ができてしまっていた。

「いつもなら焦らしてねだらせたいところだけど……今日はそんな余裕ないな」

「やんっ、あ……あぁあっ」

　布の上から濡れた部分を指で刺激され声が漏れる。愛撫されるたびに奥からぬるついた雫が溢れてきて一層下着を濡らした。

「まさかとは思うけど、俺がいない間誰にも触らせたりしてないよね？」

「誰も触ってなんか……っん、あっあっ」

「それを聞いて安心した。……少し腰上げて」

　言われたとおり腰を上げると、タイツと下着を合わせて脱がされた。素足が露わになると肌の感触を確かめるように大きな手のひらが丹念に表面を撫でる。

「んっ……くすぐったい……っ。でも、足じゃなくて……」

「分かってるよ、触ってほしいのはここだろ？」

　つん、と指でつぼみの入口をつつかれ甘い吐息が漏れる。そう、そこを早く貫いてほしい。でも目線でねだった私の願いはなかなか聞き入れられない。

「それはもう少ししてから。久しぶりだからちゃんと慣らさないと。痛い思いはさせたくないしね」

「や……そんな、待てない。痛くないから、早く……っ」

「だめ。ちゃんといい子で待ってられたら、最後にすごく気持ちよくしてあげるから。分かった？」

「う……はい」

　まるで小さな子どもに言い聞かせるような口調で諭されてしまった。同い年の相手からの諭しはともすれば腹が立ちかねないもののはずなのに、彼に言われると不思議と従順に聞いてしまう。

（待ってたら、もっと気持ちよくなれる……）

　その期待だけで目の前が眩みそうになって鼓動が高鳴る。溢れてくる愛液をまぶし響介くんの指がゆっくりとつぼみの中に侵入してくる。久々の中を触られる感覚に肌が粟立ち背中が反りあがった。

「ひぁっ、ああぁあんっ！」

（何これ。久々すぎてすごく感じる……っ！）

　過敏な私の反応を気に入ったのか、響介くんの指が最初から激しめに抽挿される。いやらしい水音を立てながら中を弄られると抑えきれない声が大きく上がってしまった。

「あっあっ、イイっ、すご……っあぁっ！」

「本当に敏感だな。俺も我慢できなくなる……」

　切なげな吐息で呟かれた言葉にふと響介くんを見れば、彼の下腹部は既に堅く立ち上がっていた。スーツを着たままのそこはとても窮屈そうだ。

（早く……欲しい）

　布に包まれたあの熱い塊の感触。形、匂い、熱さ……触れたり舐めたり、そして何より自分の体の中で何度も味わったそれを早く見たかった。

「響介くんの……触りたい。触らせて」

　自分でも無意識に出てしまった欲望は驚くほどに淫らだった。響介くんは驚いたように動きを止めると、少しの躊躇いの後体を起こした。ベルトが外されズボンのファスナーが開かれる。くつろげられたそこを少しめくると、屹立した乱暴なほどの熱が勢いよく飛び出してくる。唾液を飲み込みながら指を絡めこすると、手の中でそれはびくびくと生き物のように震え一層重量を増していく。

（可愛い……）

　好きな人のものだとそう思えてしまうから不思議だ。先端から出てくる液体を塗り込むように指に絡め、昂ぶりの下の双球も刺激する。短く上がる呻きが可愛くて、一層指を動かしてしまう。

「ぅ、あ……は、ぁ……っ」

　響介くんは目を閉じて荒い息を吐いている。その顔を見ていたら愛おしさが溢れてもっと大胆なこともしたくなる。

（手だけじゃなくて他にもしたら悦んでくれるかな。私の大きさじゃ、あんまり気持ちよくないかもだけど……）

「響介くんは……こういうのも好き？」

「？　何……、……っ！」

　私の言葉にまぶたを上げた響介くんは、私の動作を見て目を見開く。強い眼差しで見つめられながら、私は自分の胸を両手で真ん中にぎゅっと押し当てると谷間に彼の昂りを挟んだ。
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「ごめんね、もっと大きければ気持ちいいと思うんだけど……」

（でも、どうにか挟めてる。こうして上下にこするように動かせばいいのかな……）

　話で聞いたことはあっても、実際にやるのは初めてだ。反応が不安で動かしながらそっと響介くんを上目遣いに伺えば、彼は右手で額の前髪を乱しながら唇を噛んでいた。

「指の方がいい？　やっぱりこういうのってもっとおっぱい大きい人じゃないと気持ちよくできないのかな」

「いや、そうじゃなくて……イイはイイんだけど、それよりも視覚的に……ちょっとやらしすぎ」

　言葉と共に谷間で昂りがまた大きく、固くなる。びくびくと震え先端から雫を溢れさせるそれの反応に、彼の言葉がネガティブなものではないと感じて嬉しくなる。

「こういうの嫌い？　やらしい私はやだ？」

「っ嫌いなわけ……ない。ていうか、今日は琴美の方がちょっと意地悪だな」

（だって響介くんが可愛いから……なんて言ったら怒られちゃうかな）

　何も言わず微笑むだけにとどめて、たどたどしい動作で昂りをこする。すると、やがて優しく頭を撫でられ、動きを止められた。

「っん、く……。待って、もうこれ以上は……いい」

「でも、まだちょっとしか」

「このまま触られてたらイきそうだから。イくなら……君の中がいい」

「……じゃあ、もう挿れて？」

　指の刺激だけじゃ全然足りない。うっとりとねだると、切なげに瞳を揺らして響介くんが立ち上がろうとする。けれどそれを押しとどめて私は彼に抱きついた。

「琴美？」

「待って。今日は……そのままじゃだめ？」

「そのまま……って」

　これがどんなことを意味しているのかぐらい、ちゃんと分かっている。中に出されても比較的問題はない時期ではあるけれど、そんなのは絶対じゃない。でも、そのリスクを分かっていても尚、好奇心と期待には抗えなかった。

「中に出されたらどんな感じなのか……体験してみたいの」

「けど……いいのか？　それは……」

「うん。……だめ？」

「……そういうおねだりは卑怯だ」

　響介くんが顔を赤らめ横を向く。彼の昂ぶりがまた大きさを増した気がした。






　脱いだ服を乱雑に床に放り投げ、私たちはお互いに裸になって抱き合う。どちらの体もとても熱くて、低めに設定したエアコンの温度ですら全身に汗を掻いていた。

「じゃあ……挿れるよ。本当にこのままでいいの」

「うん……早く挿れて……っ」

　我慢できない。はっきりと頷いた私に、響介くんも唾液を飲み込み先端を押し当てる。

「っう……」

　先端が少しずつ中に沈むと、響介くんは顔を赤らめ息を荒くした。

「どんな感じなの。いつもと違う……？」

「ああ……久しぶりだからなのもあるかもしれないけど……なんだか、すごい……っく、んっ！」

　息を乱しながら響介くんはゆっくりと腰を進める。彼の興奮につられるように私の体もより熱く火照っていく。直接響介くんの熱が私の中に触れている、それを考えるだけでまたつぼみが潤いを増した。

「琴美もすごく濡れてるな。そんなに直に挿れてほしかった？」

「あん……っ！」

　きゅっと乳首を摘ままれて声が漏れる。胸を愛撫されながら楔をゆっくり埋め込まれ、高い声がいくつも上がってしまう。

「やぁ、あっ。そこは今だめぇっ。両方一緒にされたら悦くなりすぎちゃうから……っ」

「そんな顔して悦んでるくせに。いいよ、感じまくってもっとたくさんやらしくなって。感じてるときの琴美の顔、本当にすごく可愛い」

「あっ、あんっ。あっああ、やぁっ！」

　指だけでなく甘い声でも責められ、私は首を大きく左右に振り押し寄せる快楽の波に耐えた。そして、焦らすように長い時間を掛けて、ようやく昂りの全てが私の中に埋められた。久しぶりの満ちる感覚に、全身がじんじんと痺れて快感がさざなみのように伝播する。

（すごい、外も中も敏感になってる。今ならどこを触られてもすぐイっちゃいそう）

「奥まですごく柔らかい。これなら、最初から手加減しなくても大丈夫そうだな」

「え……っあぁあっ！」

　言い終わるや否や、腰を抱えられ一気に中を抉られた。あっと思う間もなく瞬間目の前が白くなって足の指先がぴんと立ち上がる。思った通りすぐにイってしまったようだ。でも、イった後もまったく止まることのない抽挿に新しい快感が何倍にも膨れ上がってくる。

「んぁっ、あっあっ、やぁあっ！　や……らめ、イったばっかりなのっ、なのにそんなに激しくされたらぁ……っ！」

　響介くんの方に縋りつき、意識を失わないよう必死で耐える。こちらの言葉が聞こえているのかいないのか、響介くんは腰を止めることなく激しく打ち付けてきた。肌のぶつかりあう乾いた音と繋がった箇所から溢れるいやらしい水音はあまりにも刺激的で、ほとんど残っていなかった最後の理性すらも全て押し流してしまった。

「っはあ、はあっ、あ……っ。くっ、中締まる……っ。はは、俺のに絡みついて全然離そうとしないね」

「あぁあんっ！」

　時に浅く、時に深く。違う動きでされる抽挿に感じすぎて、もうちゃんとした言葉も出てこない、短い喘ぎが幾つも口から溢れ、自分自身も腰を動かして彼の動きに合わせる。すると、体の中で熱が膨れ上がるのを感じた。

「あ……っ」

「っ……イ、く……っ！」

　息を詰め、響介くんの体が一瞬強張った。そして、次の瞬間体の奥深くに熱い奔流が勢いよく放たれるのが分かった。最後の一滴まで出し切るように中を穿つ抽挿に背中が反り上がる。

「あっ、出てるっ、響介くんのが中で……っぁ、私も、もうだめぇ……っ！」

　びくんっと大きく体が震え、私も再びの絶頂を迎えた。気を失いそうなほどの快感に襲われ、イった後も全身の力が抜けてなかなか呼吸が元に戻らないほどだ。荒い息をしたまま快感の残滓を味わっていた私の手を、不意に響介くんが優しく引く。中から彼自身が一旦抜かれ、その拍子に奥で出された雫が少し中から溢れた。

「響介、くん……？」

　一体どうしたのだろう。聞くより前に、体を反転させられた。うつ伏せになった体を腰だけ引き上げられ、濡れそぼった部分だけを高く掲げられるような体勢になる。そのまま、一旦抜かれていた彼自身でつぼみを後ろから間髪いれず押し入れられた。イったばかりのはずなのに、それはもう硬さと大きさを取り戻し私の奥深くまで入り込んでくる。

「あぁっ！」

　びくびくと体を跳ねさせる私の背中に、後ろからぴたりと温もりが合わさる。私に覆い被さり、響介くんが耳元で小さく笑った。

「半年間もお預けだったんだ、一回だけで満足できないよ。……まだまだ何回もイかせてあげる」

「あぁんっ。あっ、あっ！」

　激しく中を犯されながら、繋がった箇所の上にある敏感な芯も指で刺激されて生理的な涙が溢れる。気持ちよすぎて今はセックスのことしか考えられない。本当に動物にでもなってしまった気分だ。

　でも嫌な気分じゃない。それどころか、解放感と一緒に不思議な安堵感さえあった。

　横から伸びてきた手に頬を捉えられ、横を向いて唇を奪われる。舌を絡めた深いキスをしながら昂りを突き入れられると、触れあった箇所のひとつひとつが悦びに満ち溢れる。

「っはあ、あ……っ！　っ琴美、好きだよ。一生俺の傍にいて……っ」

（それ、プロポーズみたいだよ。でも……もし響介くんが本気でそう思ってくれるなら、私の返事は決まってる）

「あっん……！　っうん、私も好き、ぃ……っ！　ずっと……あぁっ、一緒に……いた、い……っ！」

　言い終わるのと同時にまた唇を奪われ、深く口付けられる。

　結局その夜、遅くまで私は響介くんの手によって何度も絶頂を与えられ、果てた。






　　　　　＊＊＊






　翌朝家まで送ってもらった後、東京に戻る響介くんを見送る。

（東京か……私はこの先どうしよう）

　響介くんときちんとした恋人関係になった以上、東京に未練はできた。でも、実家のことを考えるとすぐには決断できない。

「それじゃあ……気をつけてね」

「ありがとう。また今夜連絡するから」

「うん……」

　出発する車が見えなくなるまで見送り、ため息をつく。するといつから見ていたのか門の陰から母が姿を現した。

「っ！　お母さん、いつからいたの！」

「ちょっと前だけど。庭の野菜の収穫して玄関に回ってきたら、あんたたち門の前で話してるんだもの。思わず隠れちゃったわよ」

「隠れるより遠くに行っててよ、こういうときは！」

「まあいいじゃない。それより何、一緒に行かなかったの？　てっきりそのまま帰るのかと思ってた。あっちの部屋とかまだそのままなんでしょ？」

「そうだけど……」

「うちは心配ないわよ、お父さんももうすぐ退院だし。お店も大分落ち着いてきたし、お父さんが戻ってくる前の数日くらいは私だけでなんとかなるから」

「で、でも。退院してすぐにはお店に立てないだろうし、お母さんが大変になるんじゃ……」

「なーに言ってるの。お父さんもお母さんも強いんだから、甘く見ないでちょうだい」

「だけど」

「それに、せっかくわざわざここまで迎えに来てくれた相手がいるのに悩むことはひとつもないでしょ。あんただって本当は行きたいんじゃないの？」

「……」

　やっぱりさすが母親だ、すばり言い当てられてしまった。

「あんたの人生なんだから、あんたの好きに生きていいのよ。本当にどうしても助けてほしいときはちゃんと言うけど、子どもに迷惑かけるような生き方はお父さんもお母さんもしないよ」

「お母さん……」

「ほらほら、もうちょっとで店開けるよ！　最後までしっかり手伝ってよね！」

「……っうん！」

　力強く背中を叩かれて、悩みが全て吹っ飛んだ。

（今夜電話が来たら……ちゃんと響介くんに言おう）

　都会にはまだ慣れていない部分も多いけれど、それでも大好きな人の傍にいたい。勢いよく前を向き、空を仰ぐ。見上げた初冬の空は雲ひとつなく晴れ渡っていた。
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